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流 行 性 腦 炎 ノ 病 理 學 的 研 究

岡山醫科大學精神病學敎室(主任林敎授)

武 野 一 雄

[昭和6年12月5日 受 稿]

Aus der Psychiatrischen Klinik der Medizinischen Universitat Okayama

(Vorstand: Prof. Dr. M. Hayashi).

Histophathologie der japanischen epidemischen Encephalitis.

Von

Kazuo Takeno.

Eingegangen am 5. Dezember 1931.

Auf Grund der anatomischen Untersuchung von 8 Fallen der epidemischen Enceph

alitis, die Verf. im Laufe von 1924 bis 1929 beobachtet hat, kommt er zu folgenden 

Schlussen.

1. Die Falle lassen sich nach ihrem klinischen Verlaufe sowie ihrem histologi

schen Charakteristikum in drei Gruppen einteilen. Die erste verlauft sturmisch und 

kennzeichnet sich histologisch durch die Infiltration der Leukocyten und ihre Einstreu

ung ins Nervenparenchym. Die Gefasswandelemente und Ganglienzellen konnen dabei 

ganz unversehrt bleiben. Im weiteren Verlaufe, wo an den Ganglienzellen die degenera

tiven Erscheinungen zum Vorschein kommen, treten erst die Durchwandlung der histio

cytaren Phagocyten ins Parenchym und die Wucherung der Hortegaschen Glia auf. Die 

zweite Gruppe stellt den hochsten Gipfel des Krankheitsprozesses dar. Es entwickeln 

sich mannigfaltige Erscheinungen, wie die akuten Ganglienzellveranderungen verschied

ener Starke, die lymphocytaren sowie plasmazellularen Infiltretionen, die meist knotchen

bildenden Gliareaktionen usw. Die dritte Gruppe reprasentiert das chronische Stadium. 

Die Ganglienzellen weisen die schweren degenerativen Veranderungen auf oder fallen 

einfach aus, wobei die infiltrativen Vorgange und Gliaherde in den Hintergrund treten. 

Keine besondere sekundare Abraumerscheinung lasst sich merken.

2. Wenn auch der Krankheitsprozess die graue Substanz bevorzugt, so ist doch 

auch das Mark in Mitleidenschaft gezogen. Am starksten sind der Thalamus (!!) und die
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Substantia nigra befallen; die anderen Hirngebiete, insbesondere die Gross- sowie 

Kleinhirnrinde, das Striatum, das Pallidum, der rote Kern, das Stammhirn u. a. beteiligen 

dem Krankheitsprozesse in wechselnder Starke.

3. Bei typischen Fallen zeigt die sog. japanische Encephalitis den eklatanten 

Gegensatz zur Economoschen Encephalitis. Bei unseren Fallen treten die infiltrativen 

Erscheinungen meist in den Vordergrund, die bei der Economoschen Krankheit mehr 

nebensachliche Rolle spielen. Bei der Economoschen Encephalitis verteilen sich die 

Gliaherde im Gegensatz zu unseren immerhin diffus und haben geringere Neigung zur 

Knotenbildung. Was den Lieblingssitz des Krankheitsprozesses angeht, so mussen wir 

bei unseren Fallen zuerst den Thalamus nennen, wahrend die Economosche Krankheit 

die Umgebung des Ventrikelsystems bevorzugt. Die Grosshirnrinde zeigt bei der Econo

moschen Encephalitis als Regel rein degenerative Veranderung. Bei unserer Form 

vermisst man dagegen nur ausnahmsweise deutliche Erscheinungen. Die Gliaherde in 

der Kleinhirnrinde, im Ponsfuss und in der unteren Olive gehoren bei der Economoschen 

Encephalitis zur Seltenheit. Was zwischen den beiden gemeinsam ist, ist lediglich die 

schwere Veranderung in der Substantia nigra.

4. Nach alldem durfen wir nicht ohne weiteres annehmen, dass die beiden 

Encephalitiden zwei ganz andere Krankheitsformen darstellen. Denn selbst bei uns, 

insbesondere bei atypischen kleinen Epidemien oder bei sporadischem Auftreten, treffen 

wir Falle, bei denen die Beteiligung der Gross- sowie Kleinhirnrinde auffallig gering

fugig, die Wand des dritten Ventrikels dagegen am starksten befallen ist, zumal mit fast 

reiner hochgradiger Gliaproduktion. Andererseits konnen wir aus dem Schrifttum, wie 

das allbekannte Economos Werk auch zeigt, entnehmen, dass bei der europaischen 

Encephalitis, besonders am Anfang ihrer Epidemie, manchmal sicher akute Falle zur 

Beobachtung kamen, die in der histopathologischen Nuance unserem Typ sehr nahe 

standen. Es besteht also noch eine, durchaus keine entfernteste Moglichkeit, dass die 

beiden Formen nach der Art sowie dem Alter der herrschenden Epidemien in der Natur 

and Lokalisation des Prozesses von den wohlbekannten, klassischen Bilden ziemlich weit

 abweichen konnen. (Kurze Inhaltsangabe).

我 邦 流 行性 腦 炎 ニ關 ス ル研 究 ハ凡 ソ4階 梯 ヲ履 ミテ 略現 在 ノ状 態 ニ達 シタ リ ト覺 ユ.今 姑 ク

茲 ニ ソ ノ知 見發 達 ノ鳥 瞰 圖 ヲ素 描 シ,似 テ予 ガ檢 討 ノ出 發點 ヲ彷 彿 セ シムベ シ.

流 行性 腦 炎 ノ記 載 ハ明 治4年 ニ始 マル.同 年 夏 ノ コ トナ リキ.腦 症 状 ヲ件 フ一種 ノ急 性疾 患

山 城,河 内,近 江,丹 波 等 一 帶 ノ地 域 ニ起 リ,死 者相 踵 グ.新 宮 凉 閣 ハ ソ ノ親 シク 見 タル トコ

ロ ヲ録 シテ,項 髓 疫 説 トイフ.コ レ蓋 シEpidemische Genickstarreノ 義 ニ シテ,予 ノ所 謂 第

1階 梯 ナ リ.爾 後 本 病 ハ福 岡,千 葉,和 泉,和 歌 山,名 古屋,遠 江,兵 庫,大 阪,東 京等 ノ各

地 方 ニ,不 定 ノ年 次 ヲ距 テテ,陰 顯 出沒 シ,終 ニ大 正元 年 夏 岡 山,香 川 ノ疫 トナ レ リ.高 野 六
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郎氏 ハ當 時 岡 山 ニ來 ツテ 防疫 ヲ督 スル傍 ラ,專 ラ臨 牀 證 状 ニ則 ツ テ 本疾 患 ノ特 異點 ヲ高調 シ,

名 ヅク テ假 性 腦脊 髓膜 炎 トイフ,從 來 混 淆 セラ レタ ルWeichselbaum菌 性 腦脊 髓 膜 炎 トノ區

劃,コ レヲ以 テ漸 ク明 カ トナ リヌ.コ レヲ第2階 段 トス.

高 野六郞 氏 ノ開 道 的 ナ ル知 見 ハ,川 村 麟 也 氏 ノ如 ク夙 ニ コ レニ應 ズ ル人 ナ キ ニハ ア ラザ リ シ

モ,半 バ徹 シタル ノ ミ ニテ,普 ク行 ハ レズ.コ ノ間 西 歐 ニテ ハ1916年 末 ヨ リ1917年 早 春 ニ瀰

ル流 行 ヲ機 縁 トシテ,Economoガ 嗜 眠性 腦 炎 ナル 一 新病 型 ヲ樹 立 スル ア リ,コ ノ報 ノ漸 ク 舶

載 セラ レタ ル大 正8年 夏,長 野 縣 下 ニ恰 モ本 病 ノ疫 起 ル,田 中淸 氏 即 チ兩 疾 患 ノ類 似點 ヲ把 握

シ,我 國 ニ於 テ始 メテ嗜 眠 性 腦 炎 ノ診 斷 ヲ下 セ リ.コ レ蓋 シ第3階 段 ト云 フ ベ ク,同 年冬 ヨ リ

翌 年 春ニ ハ同樣 證状 ヲ有 スル 多數 證 例 ノ三浦,入 澤,稻 田,和 田等 諸博 士 ニ ヨ ツ テ觀 察 セ ラル

ル ア リ.爾 來 嗜 眠性 腦 炎 ノ知 見漸 ク 世 ニ布 ク.

タ クテ大 正13年 夏 ノ夫 ノ全 國的 大 疫 ニ至 ル.ソ ノ證 状 ヨ リ云 ハバ,高 野 六郎 氏 ガ嘗 テ呼 ズニ

假性 腦 脊髓 膜 炎 ヲ以 テ シタ ル ガ如 ク流 行性 腦脊 髓膜 炎 トノ間 ニ幾 多 ノ相 似 ヲ有 スル ニ拘 ラズ,

本病 ハ 自 ラ嗜 眠 性 腦 炎 トシテ廣 ク世 ニ認 識 セ ラ レ,後 復 知 ラズ 識 ラズ 歐 洲 ノ事 例 ニ倣 ツ テ,流

行性 腦炎 ト改 メ稱 セラル.コ レ即 チ現 在 吾人 ノ立 テ ル第4段 階 ニ シテ,本 病 ニ對 ス ル意 識 的 研

究 マヅ コ コ ニ始 マル.

本疾患本態 ノ認 識ハカ クノ如 ク默 會會通 ノ裡 ニ起

レリトモ云フベ シ.然 レ ドモ コレヲ裏 ヅケ,コ レヲ

確認 シタルハ蓋 シ病理學的研究ナ ラザ ルベカ ラズ.

今姑 ク大正13年 爾前 ヲ温 ヌ レバ,大 正元年疫 ニ關 ス

ル桂田富士郞 氏 ノ報告 ヲ嚆矢 トスベク,爾 後佐藤清

氏,藍 澤録郞 氏,木 村男也氏等 ノ貴重 ナル業績 ア リ

ト雖,特 ニ廣汎ナル研究 ノ開始セ ラレタルハ,實 ニ

大正13年 以降 ニ屬 ス.コ ノ中,大 正13年 疫 ソノモ

ノニ關スル觀察最 モ多 ク,文 獻 ノ示 ス トコロニヨレ

バ,岡 山醫科大學柿沼,金 子(現 稻田)兩 内科 ノ材 料

ヲ林敎授指導 ノ下 ニ觀 察セ ル 北山,伊 原,菊 澤3氏,

京都帝國大學 醫學部香 川縣研究班 ヨ リ出 デ タル森茂

樹氏等,冨 山縣 ノ病 例ヲ次第 セル川 上漸氏,東 京 ノ

和氣巖氏,内 山圭梧 氏,東 北帝國大學醫學部病理學

教室木村敎授 及ビ内山泰氏,神 戸 ノ中院孝 圓,森 凉

氏等 ノ報告 ア リ.繁 簡精粗 ノ別 ハ自ラ存 シ乍 ラ,斯

學 ニ齎 ラス トコロ多 キハイ ヅレモ皆同 ジ.

然 レドモ流行性腦炎 ノ病理學的研究ハ コ レヲ以テ

盡キ タルニハアラズ.試 ミニ2, 3予 ノ見 ル トコ ロヲ

云 ハ バ,コ ノ方 面 ノ檢 索 ハ,大 正13年 疫 以外 ニハ 太

ダ稀 ナ リ.昭 和4年 度 ノ材 料 ニ 關 ス ル 田 部敎 授 及 ビ

玉 川,菊 澤 兩 氏 ノ研 究 ヲ以 テ 恐 ラ クハ唯 一 トス ベ キ

カ.同 一疾 患 ト雖,ソ ノ孤 發 例 タ ル ト,疫 時例 タル

ト,將 又 疫 的 傳 播 ノ状 勢 ニ ヨ ツテ,或 ハ病 機 ニ多 少

ノ異 型 動 搖 ヲ來 タス コ トア ル ベ シ.本 病 ノ病理 學 的

研 究 ハ コ ノ意 味 ニ於 テ 更 ニ廣 汎 ナ ラザ ル ベ カ ラズ.

從 來 ノ檢 索 ハ 又 獨 リ病 的 機轉 ノ分 析 ニ 急 ニ シテ 占 在

部 位 ノ設 定 ニ粗 ナ ル ガ 如 シ.予 ノ與 リ知 レ ル限 リヲ

以 テ ス レバ,コ ノ邊 ノ問題 ヲ取 扱 ヒ タ ル 考察 ト シテ

ハ,サ ダ〓 ニ林敎 授 ノ報 告 ヲ學 グ ベ シ.中 樞神 經 疾

患 ノ病 理 學 的 檢 討 ガ局 所 的 干 緊 ニ 向 ツテ多 ク ノ顧 慮

ヲ要 求 ス ルハ,造 構機 能 ノ複 雜 ナ ル器 官 ノ性 質 上,

固 ヨ リ當 然 ナ ル 用 意 ナ リト雖,流 行 性 腦 炎 ノ場 合 ニ

ア ツテ ハ,コ トニ ソノ切 ナ ル ヲ覺 ユ.曩 キ ニ述 ベ タ

ル 如 ク,我 國 流 行 性 腦 炎 ノ本 態 上認 識 ハ,高 野 氏假

性 腦 脊髓 膜 炎 説 ト歐 洲 嗜 眠 性 腦 炎 説 ト ノ默 會 ノ間 ヨ

リ流 レ出 デ タル モ ノナ レ ドモ,全 ク コレ ヲ 渾融 シテ

單 一 ナ ル疾 患 ト見 做 スベ キ ヵ,或 ハ又,近 キ コ トハ
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即 チ近 キ モ兩者相異 ナ リ,一 方 日本型腦 炎,他 方歐

洲 型腦炎 ノ對立 ヲ許容 セザルベカ ラザル カ,未 ダ必

ズ シモ明 カナ リトハ云 フベカラズ.ヨ レ頃者傅 ヘラ

ル ル二木,金 子兩 博士等 ノ二元 説 ノ由 ツテ來 タル ト

コロナ リ.Economoノ 言 ニ從 ヘバ,歐 洲流行性腦炎

ノ特徴 ハタダ ソノ病的機轉 ノ性質 ノ ミニアルニハ ア

ラズ,大 イ ニ又 ソノ獨特ナル局所的干繋 ニ侯 ツトイ

フ.日 本型.歐 洲 型腦炎 ノ目ヲ立テ ントスルニ當 ツ

テ ハ,ソ ノ第1着 手 トシテ本 邦 腦 炎 ノ占據 部 位 ニ關

ス ル明 白 ナ ル領 悟 ヲ要 ス.

予 ハ 大 正13年8月13日,本 論 文 ノ第1例 ヲ得 テ

ヨ リコ ノ方,昭 和4年 疫 ニ至 ル マ デ,前 後8ノ 實 驗

例 ヲ蒐 集 シ,以 上 掲 ゲ タル2, 3ノ 疑 問 ニ就 テ多少 ノ

考 覈 ヲ加 ヘ タ リ.綜 合的 觀 察 ヲ下 ス ニ先 チ,姑 クマ

ヅ 各 例 ノ所 見 ヲ直 叙 ス ベ シ.

實 驗 例

第1例　 若林某　49歳　 男子　花莚職工

臨牀的事項

遺傳及ビ既往歴　精神的遺傳素因濃厚ニテ先系尊

屬 ノ間 ニ多 ク ノ精神 病 者,自 殺 者 ア リ.

患者ハ幼少 ヨ リ智力振ハ ズ學校成績 劣等 ニテ,小

學 校時代落 第兩3囘 ア リ.性肆 恣 ニテ激 シ易 ク,漸 ク

長 ズル ニ及 ンデ,或 ハ花莚職工 トナ リ,或 ハ鐵 道工

夫 トシテ各地 ヲ放 浪 シ,後 居 ヲ岡山縣下某町 ニ構 ヘ

タル ガ,コ ノ頃 ヨ リ神經精神 兩方面 ノ異調一暦顯著

トナ リ,妻 ヲ換 ユル コ ト4度,シ ガモ屡意味ナ クシ

テ妻 ヲ毆打 スル ノ僻 ア リ.常 ニ頭痛 ト手指 ノ感 覺障

碍 トヲ訴 フ,大 正8年(1919)以 來下肢 ニ疲勞 感 ヲ生

ジ,運 動モ亦多少限局 サ レツツア リシモ ノノ如 クナ

リシガ,大 正10年6月 卒 中樣發作 ノ見舞 フトコロ ト

ナ リ.一 時全 四肢 ノ麻痺 ヲ發 ス.兩 側上肢 ノ不全麻

痺ハ ソノ後胎症状 ナ リ.大 正11年7月16日 朝豫ネ

テ養育 料其他 ノ問題 ニラ 係爭中 ノ養女 ヲ殺害 自首 シ

前 後3囘 ノ精神 鑑定 ヲ經 タル後,心神 喪失者 トシテ

大 正12年5月 釋放セ ラ レタルガ,コ ノ頃 ヲ境 トシテ

精神 ノ病徴急 ニ增惡 シ,記 憶 ノ脱失著明 トナル.大

正13年 早春 ノ頃 ヨ リ兩側脚 部 ニ浮腫 ヲ生 ジ,感覺障

礙 亦強 ク,左 脚 ニ歩行 困難ア リ.5月 頃 ヨ リハ更 ニ

球症状 コレニ加 ハ リ,流 涎 太ダ シク,咀 嚼及 ビ嚥下

共 ニ容 易 ナラズ.往 々強キ抑鬱状態 ニ陷 ル.7月26

日街 上ニテ突然發語障礙 ヲ發 シ,翌 日ニハ音聲 嘶嗄,

終 ニ無聲状態 トナ レ リ.

患者ハ17歳 ノ時 横痃 ヲ患 フ,當時又別 ニ淋疾 ノ感

染 ヲ受 ク トイ フ.モ トハ強度 ノ酒客ナ リシガ近時全

ク飲 ヲ廢 ス.煙 草ハ多量 ナ リ.

斯 クノ如 キ状態 ニテ7月28日 岡山醫科大學第1内

科(當 時主任,金 子敎 授)ニ 收容 セラル.當 時 ノ病牀

日誌 ニ從 ヘバ.患 者ハ榮養佳良,骨 格長大,瞳 孔ハ

左右同大 ニシテ形 ハ正圓,對 光及ビ輻輳反射共 ニ尋

常,眼 球運動 ニ變化ナ ク,眼 底 ハ兩側共視神經萎縮

ノ像 ヲ呈 ス.舌 ハ心持 チ萎縮 セルモ,顏 面,口 蓋,

咽頭 ニハ異 常ナク,發 語 ハ著 シク澁帶 ス.四 肢 ニハ

振 顫,痙 攣,萎 縮 ナク,緊 筋張 ノ亢進 ヲ缺 ク.運 動

ハ 一般 ニ左 側ヤヤ不充分ナ リ.歩 行ハ全體 トシテ緩

漫 不確實 ナル ノミナラズ,多 少麻痺 ヲ伴 ヘル失節ヲ

證 明ス.膝 蓋腱反射ハ兩側共消失 シ,Babinski氏 趾

現 象ハ輕 ク陽性,身 體 下部 ノ感覺 ニ減退ア リ,腹部ニ

帶状感 ヲ訴 フ.腦 脊髓液ハ壓220mm, Nonne-Apelt

第1期 反應陽性,W氏 反應ハ血液,腦 脊髓 液共 ニ陰

性,精神 的 方面 ニ於テハ記憶 ノ缺陷著 シ.計 算能力

亦薄弱 ニテ,領 會力及 ビ注意力共 ニ振ハズ.判 斷ハ

誤謬 ニ満 ツ.感 情 ハ不管性ニテ,一 般智識太 ダ貧弱

ナ リ.

發病及ビ經過　入院當初ハ病勢極メテ單調且無熱

ナ リシガ,8月10日 ニ至 リ突然精神 興奮 ヲ發 シ.病

室 ヲ脱出 シテ終夜市中 ヲ徘徊 シ,終 ニ警察吏ノ手ニ
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依 ツテ病院 ニ送 リ届 ケラルル ニ至 レル ヲ以テ,翌11

日吾精神 科 ニ轉 科セ シメラル.當 時體温38.°7C,不

安興奮 ノ状態 ニア リ,絶 エズ室 内 ヲ排徊 シ毫モ安臥

セズ.構 音發聲 ノ障碍著 シク言語 ハ殆 ド領會 シ難 シ,

8月12日 ニハ發語全 ク不能 トナ リ,顏 貌 不管性.全

身 ニ亙 リ筋緊張 ノ減退 ヲ生 ズ.顏 面神 經下枝領域 及

ビ四肢ハ全 ク弛緩 シ,起 立スル能 ハズ.四 肢 ヲ他 動

的ニ動カセバ顔 ヲ顰 メテ疼痛 ヲ表 白ス.項 部 ハ運 動

ニ對 シテ過敏 ナ リキ.ソ ノ間.體 温ハ38.9℃ ニ上昇

シ,終 ニ昏睡状態 ニ陷 リ,8月13日 早朝體温 ノ急劇

ナル下降 ヲ以テ死 ノ轉歸 ヲ取ル.

病理 學 的 檢 索

解剖的所見:　 身體臟器 ニテハ大動脉起 首部 ノAt

herom性 硬化 ト中等度 ノ肺浮腫 及 ビ氣管枝加答兒 ヲ

認 ム.其他 ノ臟器 ニハ著變ナ シ.殊 ニ脾 ニハ傳染 ノ像

ヲ缺 ク.頭 蓋及 ビ硬膜尋常.硬 膜 ヲ披 ケバ蜘蛛膜水

腫著 シ.軟 膜 ニハ肥厚ナ シ.腦 套表面 ノ血管ハ充盈

セルモ,腦 廻轉 ニ異常 ナク,割 面ハ稍水腫樣 ニシテ

血點 ニ富ム.基 礎動脉 及 ビSylvius氏 窩動脉 ハ瀰漫

性 ニ硬化セ ルノ ミナラズ,所 々黄色 ノAtherom竈 ヲ

附麗ス.中 硬腦膜動脉 ニモ亦肥厚 ア リ.前 頭 葉,〓

顳葉.後 頭 葉 ノ髓質 ニハ褐赤色 ノ出血竈點在 ス.内,

外,最 外嚢,尾 状核,被 殼附近 ニハ陳舊性軟化竈多

シ.視 丘 ニハ兩側性 ニ出血竈 ヲ詔 ム,孰 レモ稍 大,

長サ1.0cm,幅0.3cmヲ 算ス.腦 橋縫線 部 ニ近 ク,

稍左側ニ偏 シテ古 キ軟化竈 ヲ見 ル.延 髓,小 腦,脊

髄 ハ肉眼的 ニ異常 ナク,黑 質ハ色稍消褪 ス.

組織的所見:　 大腦皮 質　 血管 硬化 ニヨル種 々ノ

病變 ヲ認ムルモ,重 要ナル變化ハ スベテ急性病變 ナ

リ.軟 膜 ニハ水腫強 ク組 織隙太 ダ粗鬆 トナ リ,ソ ノ

内 ニ多數 ノ組織球 ヲ游出 セ シム.淋 巴球 モ認 メラ レ

ザルニハアラザルモ寧 ロ稀 ナ リ.多 核白 血球ハ更 ニ

少ナ シ.怒 張セル血管 ヨ リトコロ ドコロ出 血ス.皮

質血管壁 ニハ著 シキ細胞 浸潤 ア リ.細 胞 ノ種類 ハ軟

膜 ト異 ナ リ,殆 ド全 部淋 巴細胞 ニテ,ソ ノ分布區域

ハ全皮質層 ニ及 ベルモ,殊 ニ第3層 以下 ニ強 ク,一

部ハ第6層 ヲ超 エ境 界層 ニ達 ス.實 質組織 ノ變化 ト

シテハ第1ニGliaノ 特異 ナル反應 ヲ學 グベ シ.ソ ハ

寫 眞ニ示 スガ如 キ散在 性Glia結 節 ニシテ,極 メテ稀

ニ ハ血管壁 ニ沿 ヒテ位置スル コ トアル モ.多 クハ血

管 ト何等 ノ交渉ナク全 ク實質内 ニ遊離 ス.結 節 ノ境

界 ハ時 ニ明確ナ ラズ,漸 次周 圍 ト相移 リ,場 合 ニヨ

リテハ結節 ト云ハ ンヨ リハ,瀰 漫性增 殖 ノ竃性強調

ト見 ル方寧 ロ妥 當ナル ヲ覺 ユルコ トア リ.結 節細胞

ノ形貌 太ダ多樣 ナルガ如 キモ,桿 状形最 モ多 ク,多

核 白血球 トハ 自 ラ異 ル.コ ノ大體 ノ組織的態度 ヲ以

テ見 レバ,結 節細胞ハ蓋 シHortegagliaノ 末裔 ナラ

ザ ルベカラズ.結 節 ハ又純外 胚葉 性ナ リ,淋 巴球,

PLasma細 胞 及ビ某他 ノ中胚葉成分 ヲ全然 含有 セズ.

皮質全層 ノ神經細胞 ニハ急慢2樣 ノ變 化 ア リト見

做 スベ シ.即チ大體 ニ於テ ソノ數 ニ乏 シク,殘存 セル

細胞 ハ脂肪 ヲ含 ミツツ各種 ノ程度慢 性變化 ヲ示 ス.

合併症 タル慢性病變 ノ所産 ト考 フベ シ.然 ルニ他 方

又 自ラ種 々ナル急性崩壊機轉 ヲ存 シ,中 ニ就テ,核

變性 ノ較著 ナル所謂 重篤變化 ニ隷 屬セ シム ベキモノ

最 モ多 シ.時 ニハ喰神 經細胞像 ヲ示 シ,太 ダ シキ場

合 ニハカクノ如 キ細胞 ヲ中心 トシテ明 白ナルGlia結

節 ヲ形成ス.

半 卵圓中樞及 ビ内嚢　 慢性變化 ヲ見 ルニ過 ギズ.

線 状體　 肉眼的 ニモ認 メラ レタル如 キ慢性變化 ノ

他 ニ,皮 質 ト同調 ノ急 性病變存在ス ルモ,ソ ノ強度

ハ餘 リ強 カラズ.

淡蒼球 及ビLuys氏 體　 淡蒼球 ハ一種 固有 ノ像 ヲ

示 ス.炎 的徴候 ハ腺状 體 ニ比 シ更 ニ輕 ク,從 ツテ太

ダ僅微 ナルニ拘 ラズ,全 體 ニ亙 リ瀰 漫性 ノ細 胞脱落

極 メテ著 シ.Glia反 應全然 ナ シ.Luys氏 體 ニハ輕

度 ノ浸潤 ア リ.

視 丘　血 管硬 化性變化 以外 ノ急性病變ハ太 ダ劇烈

ヲ極 ム.病 變 ノ主體 ハ同 ジ ク浸 潤 及 ビGlia增 殖 ノ2

機 轉 ナ ル ガ,前 者 ハ カナ リ高 度 ニ シテ,脉 管 壁 ハ大
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ナルモ ノヨ リ中等大乃至小動靜脉 ニ至 ルマ デ殆 ドス

ベテ淋 巴細胞 ヲ以テ浸潤 サル.毛 細 管 ニハ却 テ著 シ

ヵラズ.Hortegagliaノ 茂生 ハ瀰漫 性ナル ト同時 ニ旺

盛 ヲ極 ムルヲ以 テ,ソ ノ間 ニ存 ス ル結節各自 ノ境界

ハ皮質或 ハ線状體 ニ於ケルガ如 ク明劃 ナラズ,推 移

渾融 セ ントスル ノ傾 ア リ.但 シ必ズ シモ實質内 ニ ノ

ミ跼蹐 セズ,間 々小動靜 脉 乃至毛細管壁 ニ沿 フ.神

經 細胞慢 性病變 ヲ示 スコ ト多 キモ,カ ク ノ如 キGlia

病竈 内ニ於 テハ殆 ドスベテ重篤變化 ニ陷 リ影像 ヲ作

ル.時 ニハ續發性,時 ニハ確 力 ニ原發 性 ト思 ハ ルル

喰神 經 細胞像 ヲ呈 スルモ ノ甚 ダ多 シ.

視丘下 部　特殊 ノ變 化 ヲ缺 ク.

赤核　 著變 ナ シ.

黒質　黑 質ハ強 ク侵サ レ,血 管壁 ハ至 ル トコロ淋

巴 球 ヨ リ成 レ ルカ ナ リ厚 キ細 胞 浸 潤 竈 ヲ以 テ 圍 緯 サ

ル.Hortegagliaハ 殊 ニ緻密 層 ニ於 テ茂 生 著 シ ク,ト

コ ロ ドコ ロ結 節 ヲ造 ル.各 結 節 ノ境 界 ハ 明劃 ナ ラザ

ル場 合多 ク,寧 ロ緻 密 層 全 體 ガー ツ ノ瀰 漫 性Glia竈

ノ中 ニ ト リ圍 マ レタ リ ト稱 ス ル方 適 切 ナ ル 位 ナ リ.

Glia細 胞 ノ中 ニ ハ,神 經 細 胞 ヨ リ逸 脱 セ ル 色 素 顆 粒

ヲ 攝取 セ ル モ ノ存 ス ル モ,脂 肪 ハ含 有 セ ズ.時 ニ ハ

稀 ナ レ ドモ神 經 細 胞 ヲ圍 ミテ 喰神 經 細 胞 現 象 ヲ呈 ス

ル モ ノ ア リ.Cajalgliaノ 稍 肥 大 セ ル形 態 ガHortega

gliaノ 間 ヲ點 綴 ス.ソ ノ中 ニ ハ神 經 細 胞 ヨ リ由 來 セ

ル色 素 顆 粒 ヲ荷 ヘ ル モ ノア リ.神 經 細 胞 ハ一 般 ニ腫

脹 シ,勿 論 色 素 逸 脱 ハ 認 メ ラル ル モ形 態 ハ比 較 的 良

好 ニ シテ,崩 壊 若 クハ 喰神 經 細 胞 ヲ表 ハ ス モ ノ左 程

多 カ ラ ズ.大 體 トシテ 緻密 層 及 ビ網 状 層 共 ニ造 構 尚

ホ確 實 ナ リ.

中腦　 前 後 四 疊 體 ニハ瀰 漫 性 乃 至 結 節 性Glia増

殖 及 ビ殆 ドスベテ ノ血管 ニ沿 ヘル淋 巴細胞 浸潤 ヲ認

ム.動 眼神 經核 ニモ亦變化著 シ.

腦橋　 蓋部 ニ比 ス レバ底部 ノ變化 ハ甚 ダ強 ク,コ

ノ部 ノ神經 節内ニハ到ル トコロ桿状細胞 ノ瀰漫性 増

殖 及 ビGlia結 節 ヲ認 ムル ト共ニ血管浸潤 モ亦散點

ス.

小 腦　 Purkinje細 胞 ノ脱 落 及 ビSpielmeyexノ

Gliastrauchwerkヲ 認 ム.軟 膜 ニハ 稀 ニ淋 巴球集 積

ス.内 核 及 ビ ソノ周 圍 ノ白質 ニ ハ少 許 ノ浸 潤 トGlia

結 節 トヲ見 タル ガ,神 經 細 胞 ニハ 強度 ナル變 化 ナ シ.

左 側 齒 状 核 ニ近 ク古 キ 軟 化 竃 ア リ.

延 髓　 延 髓 ハ腦 橋 ニ比 ス レバ 變 化強 ク,第4腦 室

底 ニ接 ス ル舌 下,迷 走 ノ兩 核 ニ瀰漫 性Glia增 殖 ト

慢 性 急性 各 種 ノ病 的變 化 トヲ認 ム.又 ソ ノ間 ニ喰 神

經 細 胞 現 象 ヲ認 識 ス ル コ トヲ得.右 舌 下神 經 核 内ニ

ハ2-3Gliaノ 結 節存 ス.ソ ノ 他 特 異 ナ ル所 見 トシ

テ ハ,下 橄 欖 體 ノ細 胞 帶 内 ニGlia結 節 ヲ認 ム ル ノミ

ナ ラ ズ,體 ヲ圍 ム外 包 白 質 内 ノ脉 管 ニ浸 潤 ヲ證 明 セ

リ.ソ ノ他 ノ部 位 ニ ハ瀰 漫 性 ノ細 胞 變 化 アリ シノ ミ.

脊 髓　 頸 部 膨 大 ノ高 サ マ デ ノ前 角 ニ於 テ浸 潤 及 ビ

Glia結 節 ヲ證 明 セ リ.

第2例　 河畑某　 49歳　 女子　農婦

臨牀的事項

遺 傳歴　 特 ニ徴 ス ベ キ モ ノナ シ.

既往歴及 ビ發病 史　大正5年 赤痢 ニ,大正10年 脚

氣 ニ罹 リタル外著患 ナシ.大 正13年5月 末,兩 足

背 ニ4, 5日 ヲ以テ消褪セ シ浮腫 ヲ生 ジ,ソ ノ後引續

キ頭痛,全 身倦怠感 ヲ訴 ヘ居 タルガ,6月6日 右脚

ニ輕度 ノ不全 麻痺 ヲ發 ス.翌7日 吾敎 室外來ヲ訪 レ,

10日 入院治 ヲ乞 フ.當 時 ノ病像 ハ全 ク普通 ノ腦動脉

硬化症 ニ一致 シ,最 高血壓220mm,外 表 ヨリ觸知

シ得 ル限 リノ末稍動脉壁 ハ孰 レモ硬 ク,歩 行時ニ右

脚 ヲ跛 ク.四 肢 ノ腱 反射 ハスベテ亢進セルモ,全 身

ニ感覺障碍ナ ク異常 反射亦缺 ク.只 劇 シキ頭痛 ヲ訴

フル ノミ.尿 ハ痕跡 ノ蛋白 ヲ含ムモ,尿 圓〓及ビ糖

ヲ有 セズ.血 液W氏 反應ハ陰性 ナ リキ.

經過　 6月 中旬 ヨ リ右脚 ノ状態增惡 ノ傾向 ア リ.

疼痛 ニ次 グニ運動障 碍 ヲ以テ シ,後 終 ニ運動不能 ト

ナル.7月 始 メニハ左上肢殊 ニ手指 ノ麻痺疼痛 ト左
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脚 ノ知 覺 減退 トヲ加 フ.ソ ノ後 病状 ニ變 化 ナ ク,病

機 ノ進 行 一見 停 止 セ ル カ ノ觀 ア リ.腦 脊髓 液 亦 陰 性

ナ リキ.然 ル ニ8月6日 ニ至 リ遽 ニ一 種 ノ急 性症 状

現 レ,患 者 ハ頭 痛,全 身 脱 力感 ヲ訴 フ.熱 發 ハ始 メ

38℃,翌 日39.°1Cニ 達 シ,ソ ノマ マ持 長 ス.8月9

日,頭 痛益 劇 甚 ヲ加 ヘ,言 語 ハ 不 明瞭,顏 貌 ハ 不管

性 トナ リ,意 識 稍 溷 濁 ス.8月10日 全 ク昏 睡 状 態 ニ

陷 ル.腱 反射 ハ 悉 ク增 進 セ シ ガ,項 部 強 直,Kernig

及 ビ眼症 状 陰 性.8月12日 項 部強 直 現 レ,頭 部 ハ左

方 ニ牽 カ レタル強 迫 位置 ヲ トル.瞳 孔 ハ縮 小 シ反 射

強直 性 ニテ 定 型 的 ナ ルPick-林 現 象 ヲ認 ム.輕 キ眼

球 震 蘯症 ア リ.左 上肢 ハ著 シク強 硬 シ,時 々痙 攣 ヲ

發 ス.腱 反 射 ハ ス ベテ活 溌,腹 壁 反射 ハ消 失,脊 髓

液 ハ水樣 透 明 ニ シテ,壓300mm, Nonne-Apelt第1

期 反 應及 ビWeichbrodt反 應 共 ニ陽 性.細 胞 數42.

細 菌 ハ鏡 檢 的 ニモ培 養 基 上 ニモ 陰性 ナ リキ.8月14

日諸 症 稍輕 減 ノ徴 見 ェ,最 高 體 温37.°4C,項 部ハ8月

12日 ノ所 見 ト反 對 ニ右 方牽 引 位置 ヲ ト リ,意 識 モ亦

漸 ク明 カ トナ リ,質 問 ニ對 シ多 少 ノ反 應 覗 ハ ル.四

肢 ハ兩 側共 ニ軟 カ ク,腱 反射 モ活 溌 ノ度 ヲ減 ジ來 タ

ル.8月18日 瞳 孔 未 ダ依 然 トシテ 縮 瞳 ノ牀 態 ヲ保 チ,

光 線 強直 ナ リ.脊 髓 液 ハ水 樣透 明,液 壓190mm,

 Nonne-Apelt第1期 反應 及 ビWeichbrodt反 應 共 ニ

陽 性.細 胞 數70.細 菌 ヲ證 明 セ ズ.ソ ノ後病 症 ハ 日

ヲ追 ヒ テ輕 快 ニ向 ヒ意 識 溷 濁 亦 漸 ク薄 カ ラ ン トシ ツ

ツア リシ ガ,8月22日 ニ至 リ病 症 俄 ニー 變 シ,瞳 孔

突 如 トシテ 極 度 ニ散 大 シ,意 識 ノ溷 濁 深 ク,9月4日

再 ビ昏 睡 ニ陷 ル.項 部 強 直,Kernig症 状 再 現 シ,發

病 以 來存 續 セ シ尿 失 禁 ノ上 ニ更 ニ尿 失 禁 ヲ加 フ.頭

部 ハ右 牽 引 位 置 ヲ示 セ リ.脊 髓 液 ニハ 異 常 徴 候 ヲ見

ズ.四 肢 ハ 漸 次弛 緩 シ腱 反 射 モ亦 消失 ス.熱 ハ9月

27日 來38℃ ニ近 キ輕 熱 ヲ持 長 シ,10月2日 終 ニ心

臟 衰 弱 ノタメ死 ノ轉 歸 ヲ トル ニ至 レ リ.

病 理 學 的 檢 索

剖 檢 所見:　 患 者 遺 族 ノ特 志 ニ ヨ リ頭 蓋 開 檢 ヲナ

ス ヲ得 タリ.

硬膜ハ肥厚 シテ光澤 ニ乏 シク,軟 膜 バ一般 ニ溷濁

ス.殊 ニ前頭 第1廻 轉,前 後正中廻轉及 ビ第1顳 〓

廻轉 ノ一部 ニ於 テ著 シ.蜘 蛛膜下腔 ニハ少量 ノ脊髓

液 ヲ容 ル.腦 套面 ノ血管ハ充盈セ ズ,壁 ニハ所 々限

局 セル黄 色 ノ小Atherom竃 散在 ス.基 礎動脉 ニハ タ

ダ2, 3ノ 小病竈 ヲ認 ムルノ ミニテ,壁 ソノモ ノハ寧

ロ菲薄 ナ リ.兩 側室及 ビ第3腦 室ハ腦脊髓液量增 加

ノタメ擴張 シ,第3腦 室底 ノ如 キハ明 力ニ外部 ニ向

ツテ膨隆 ヲ示 ス.例 ノ如 ク平行前額斷 ヲ加 フル ニ皮

質 ハ硬 度尋常 ナルモ幅 稍狹 ク,内 嚢,被 殼,尾 状核,

視丘等 ノ一體 ノ領域 ニ大小種 々ナル數箇 ノ軟化 及 ビ

出血竃 ヲ發 見ス.黑 質 ハ褪色 シテ黄色 ヲ呈 セル ノミ

ナラズ,組 織 極メテ脆弱 ナ リ.中 腦,腦 橋 ノ血 管ハ

充盈 シ,橋 部右側縫線 ニ近 ク1箇 ノ古 キ粟粒大空洞

ア リ.延 髓 ニ於テハ下 橄欖 體 ノ萎縮 既 ニ肉眼的 ニ著

明 ナ リ.小 腦 皮質 ニハ異常 ナキモ,内 核 帶ハ一般 ニ

狡 ク,右 髓質 ノ中央 ニ古 キ軟化竈 ヲ發 見ス.頸 部膨

大 マデ ノ脊髓 ハマヅ尋常 ナ リキ.

組織的所見:　 大腦皮質　 軟膜 ニハ所 々少數 ノ脂

肪 色 素 顆 粒 細 胞,組 織 細 胞,淋 巴 球,多 核 自血 球 等

ヲ含 メ ル 軟 キ 水 腫 ヲ見 得 タル ノ ミ.皮 質神 經 細 胞 ハ

一 體 ニ ソ ノ大 キ サ小 サ キ ノ ミナ ラ ズ多 少 腫 脹 状 態 ヲ

呈 ス.両 ホ 皮質 ハ 一般 ニ細 胞 ニ乏 シ.就 中 海 馬 角 ニ

於 テ 最 モ重,SommerノSektorニ 立 派 ナ ル帶 状

脱 落 ヲ認 メ,實 質組 織 ハ 粗 鬆 トナ リ,神 經 纎 維 及 ビ

神 經 突起 ハ 間 々 斷 絶 シ,時 ニハ 石 灰 ヲ以 テ 鎧 装 サ ル.

毛 細 管壁 ニ ハPlasma細 胞 ノ浸 潤 ア リ,ソ ノ一 部 ハ

周 圍 ノ組 織 内 ニ遊 走 セ ル ガ,Glin反 應 ハ寧 ロ微 弱 ニ

シテ,只 斑 點 的 ニ桿 状 型 ノGlia細 胞 ヲ見 ル ノ ミ.然

ル ニ爾 他 ノ皮 質 部 分 ニ於 テ ハ全 ク浸 潤 ヲ缺 キ,タ ダ

細 胞 ノ島 嶼 状 脱 落 ヲ認 メ得 タル ニ ト ドマ ル.

線 状 體 及 ビ淡 蒼 球　 線 状 體 ニハ 肉 眼 的 ニ認 メ ラ レ

タル多少 ノ陳舊性病變 ヲ除 ク ノ外,脉 管壁 ニ散在性

ニPlasma細 胞及 ビ脂肪顆粒細胞 ヲ證明 スル ト同時
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ニ,時 ニ血管 ヲ中心 トシ タル荒蕪竈 ヲ見 ル.竈 内 ニハ

肥 大セルHortegaglia多 ク,組 織隙内 ニ所 々Plasma

細胞 ノ逸出 ヲ發 見ス.神 經細 胞ハ急性變 性 ノ調 ヲ示

シ,一 體 ニ細 胞數 ヲ減 ズ.

淡 蒼球 ニ於 テハ肉眼的 ニ偶1軟 化 竃 ヲ目撃 シタル

ダ ケニテ,別 ノ病竈 ヲ發 見セズ.組 織像ハ寧 ロ單調

ニ シテ,タ ダ神經 細胞 ノ脱落 ガ甚ダ高度ナル コ トト,

底部 ヨ リ内方楔状部尖端邊 ニ亙 ツテ淋巴細 胞 ヲ主 ト

セル浸潤竈 ヲ認 メ得 タル ニ留 マ リ,ソ ノ他 ニ特殊 ノ

變 化ナ ク,脂 肪バ一體 ニ多 キ方ナ リキ.

Luys氏 體　 變化 輕 ク,血 管壁 ニハ淋巴細胞 ヨ リ

ナ ル浸潤 ヲ見 ルモ,特 殊 ノ變 化ナ シ.

視丘　 視丘 病變ハ左 側 ニ猛 烈ナ リ.コ トニ内側核

内半部 ニ於 テ最モ強 ク,Plasma細 胞 ノ遊 入セルGlia

竈 ガ互 ニ融合 シ,2-3ノ 軟化竈 ヲ作 ル.コ レヲ構成

スルHortegaglia細 胞 ハ主 トシテ成熟 セル顆粒細胞

ナ リ.神 經細胞 ノ變 化 モ亦 コレニ從 ツテ 高調セラ レ

影 像期 ヲ過 ギテ消失 ニ陷 ル.カ クノ如 キ變化 ハ劃 然

視 丘内 ニ限局 サ レ,一 歩モ ソノ埓外 ニ出 デズ,從 ツ

テ 内側核 ニ接 スル第3腦 室壁 ノ灰 白質ハ コレ等病竃

トカナ リ相近 キニ拘 ラズ病機 ニ與 ル トコロナ シ.視

丘 ニハ コノ他猶 ホ血管硬變 ニ由來スル軟 化竈アル コ

ト肉眼的所見 ノ示 スガ如 シ.

黒質　黑 質 ノ病變ハ太 ダ猛 烈ニテ殊 ニ緻密層 ニ於

テ著 シ.周 縁 ノー部 ヲ除 ク外,層 ハ殆 ドソノ全 體 ヲ

擧 ゲテ不規則 ニ繋 レル顆 粒 細 胞 竈 ヲ以テ被 ヒ 盡サ

レ,組 織 ハ既 ニ融解 ニ陷 ル.顆 粒細胞 ハ多量 ノ脂 肪

ト神經細胞 ヨ リ來 タレル黑色色素顆粒 ヲ含 ミ,ソ ノ

間 ニ石 灰 ヲ以テ装 ハ レタル長短種 々ナル神經纎維 ノ

崩壊破 片及 ビ色素顆粒 ヲ悉 ク失 ヒ1原 形質塊 ト化 セ

ル變 性神 經細胞 ノ散在 セルヲ見 ル.血 管壁 淋巴道 ニ

モ亦顆 粒細胞 ノ集團 ヲ發見 ス.カ カル軟化 竈 ノ外廓

ヲナス緻密層 ノー部及 ビ網状層 ノ病變 ハ中心ヲ去 ル

ニ從 ヒ漸 次輕減 シ行 ク傾向 アルモ.シ カモマダ太ダ

高 度 ニ シテ,神 經細 胞 ハ強 ク腫脹 シ,實 質組 織内 ニ

ハ瀰 漫性 ニ增 殖 セルHortegagliaノ 進行形態ヲ認ム.

血管壁淋 巴道 ニハ淋巴細胞ヲ主 トセル著 シキ浸潤 ア

リ.髓 鞘標 本ニ於テ黑 質部ハ完全 ニ明性 ナ リキ.

赤核　 病變 ノ強サバ略線状體 ノソレニ匹敵 シ,殆

ド視丘及 ビ黑質 ノソ レニ近 シ.

中腦以下　 肉眼的 ニ認 メラ レタル右側腦橋底 ノ陳

奮性 血管硬化性軟化竈 ヲ除キテハ他 ニ軟化竈 ナク,

タダ〓 カニ血管硬化 ノ迹 ヲ證 明スルニ過 ギズ.當 面

ノ疾患 ニ關係 アル所見 トシテハ,極 メテ瀰漫性ナル

神經細胞 ノ變性 ト脱落 トヲ主徴 トス.中 腦 橋部 ニ比

較的輕 ク,延 髓腦室面 ノ神經核 部殊 ニ舌下神經核域

ノ實質 ニハ未 ダ猶 多少Glia反 應 ヲ存 ス.橄 欖體ハ細

胞 ノ脱落著明ナル ノミナ ラズ,残 存セ ル神經細胞ハ

強 ク萎縮 シテ小サ シ.

小腦　 肉 眼 的 ニ見 ラレ タル 陳 舊 病 竈 ノ外,多 少

Purkinje細 胞 ノ脱落 ヲ ミルニ過 ギズ.齒 状核,室 頂

核 トモ ニ核帶 ノ幅稍 狭 シ.

脊髓　檢 シ得 タル脊髓部分ハ多少細胞 ノ乏 シキヲ

思 ハ シ ム ル ノ ミ.

第3例　 荻原某　 70歳　 女子　下婢

臨牀的事項

遺傳歴　特記スベキコトナシ.

既往歴及 ビ現在證 状　生來健康 ニシテ,時 々胃腸

障 碍 ヲ訴 ヘ タル ニ過 ギ ズ.患 者 ハ大 酒 家 ニテ,若 キ

頃 ニ ハ酒 量 往 々1升 ヲ越 エ タル コ トアル モ,老 來酒

量 減 ジ,機 會 的 ニ精 々2合 位 ナ リ.喫 煙 ハ 先ヅ 中等

量,性 病 ノ記 憶 ナ シ.

患 者 ハ49歳 來 諸 所 ニ下 婢 奉 公 ヲ シテ生 計 ヲ立テ

來 レ リ.大 正15年8月30日,前 日 マ デハ普 通 ノ如

ク働 キ居 タル ニ モ拘 ラ ズ,急 ニ全 身 倦 怠 ヲ覺 エ,中

1日 置 キ タル9月1日 ノタ 刻,奉 公 先 ヨ リー 先 ヅ暇

ヲ乞 ヒ,約20町 距 タレ ル 自宅 マ デ徒 歩 シテ歸 ヘル.

當 日ハ別 ニ サ シ タル增 惡 ノ徴 モ ナ カ リシガ.翌2日

朝 ヨ リ嗜 眠 ノ傾 向 起 リ輕 熱 コ レニ加 ハ ル ト イフ.當
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時複視,麻 痺等 ノ症 状ハナ カ リシモ ノノ如 シ.同 日

午後4時 頃 ヨ リ音聲嘶嗄 ト共 ニ發語 ノ障碍 ヲ來 タセ

ルヲ以テ,夜11時 岡山醫科大學 柿沼内科 ニ來 リ入院

ヲ乞 フ.同 科 ノ記載 ニ從 ヘバ,當 時體温38ﾟC,脉 搏

ハ正調ナルモ稍頻數.瞳 孔 ハ多 少散大 シ,左 右同 大,

光線反應太ダ弱ク,舌 振顫 シ苔 ヲ被 ル.身 體 ニハ麻

痺,痙 攣,筋 緊張亢進等 ナク, Babinskiソ ノ他 ノ病

的反射ヲ發見セズ.項部強直及 ビKernig證 状 共ニ陰

性.上 肢腱反射通 常.膝 蓋 腱反射 ハ殆 ド消失 ス.カ

クテ翌3日 午 前4時,即 チ入院 後5時 間 ニ シテ患者

ハ嗜眠状態 ノママ鬼籍 ニ上 レ リ.當 時 ノ臨牀的 診斷

ハ流行性腦炎ナ リキ.

病 理的 檢索

剖檢所見: 硬腦 膜 ハ頭 蓋骨 内面 トカナ リ強 ク癒

着 シ,腦 套面軟膜 ハ溷濁肥厚 シ,血 管 ノ充盈著 シ.

腦質ハ硬度一般 ニ減退 シ,黑 質ハ ソノ色 調 ノ消褪特

ニ著明,基 礎動脉 ニハ輕度 ノ硬變 ヲ證 明ス.ソ ノ他

ニハ例 ニヨリ型 ノ如 ク平 行前額斷 ヲ加 ヘタル モ何等

特殊ナル乃至限局 セル病竈 ヲ發 見セズ.内 臟 方面ニ

於テハ心冠 状動脉 ト大動脉起首部 トニ中等度 ノ硬變

ア リ.尚 ホ輕度 ノ氣管枝加答兒 竝 ニ肺門部,舌 根部

淋巴腺及 ビ扁桃腺 ノ腫脹 セルヲ見 ル外,膽 嚢内 ニ1

箇 ノ膽石 ヲ發見 セ リ.定 型的 傳染脾 ノ像 ヲ缺 ク.

組織的所見:　 大腦皮質　神 經細胞 ハNissl小 體

ノ融解,細 胞 體 及 ビ核 腫 脹 ノ傾 向 ヲ示 シ,變 化 ノ進

ミタル 時期 ニ アル ト覺 シキ モ ノハ,細 胞 體 漸 ク明 性

トナ リ突 起 ハ長 ク染 着 サ ル.甚 ダ シキ細 胞 融 解 ノ像

ヲ見 出 サ ズ.コ レ ト共 ニ 多 少 ノHortegaglia及 ビ

Oligodendroglia殊 ニ後 者 ガ腫 脹增 殖 シ,變 化 セ ル神

經細 胞 ヲ圍 繞 ス,輕 キHeuronophagieノ 像 ナ リ. Glia

ノ集 簇 若 クハ結 節 ヲ見 出 サ ズ.

線 状 體 及 ビ淡 蒼 球　 急 性 機 轉 ヲ缺 ク.

視丘及 ビソノ附 近　偏側性 ニシテ,右 側視 丘 ノ中

央領域 ニカナ リ強烈 ナル病變 ナ リ.中 等度乃至小血

管ニハ多核 白血球及 ビ淋巴球 ノ浸潤 ヲ認 メ,ソ ノ中

多 核 白 血球 ハ 血 管 壁 ヨ リ逸 脱 シ テ深 ク組 織 内 ニ侵 入

ス ル ト同 時 ニ,脉 管 壁 ハ所 々大 ニ擴 張 シ,コ ノ中 ニ

中 胚 葉 性 巨 態 喰 細 胞 現 レ,體 内 ニ浸 潤 細 胞 ノ殘骸 ヲ

攝 取 セ リ.實 質 内 ニハGliaノ增 殖 著 明 ナ レ ドモ分

布 ノ型 式 ハ常 ニ瀰 漫 性 傾 向 ヲ帶 ビ,血 管壁 ニ沿 ヒ テ

結 節 ヲ造 ル ガ如 キ場 合 ニ於 テ モ境 界 ハ 寧 ロ明 カ ナ ラ

ズ,中 ニOxydase反 應 陽 性 ナ ル多 核 白 血球 及 ビ淋 巴

球 ヲ混 ズ ル コ ト太 ダ屡 ナ リ.即 チ一 ノ混 合 型 結 節 ナ

リ.結 節 ノ主 體 ハHortega細 胞 ニ シテ,白 血球 ノ逸 出

烈 シキ實 質 組 織 内 ニ於 テ ハ,遊 走 セ ル多 核 白 血球 若

クハ 淋 巴 球 ノ核 ヲ貪 喰 シツ ツ,中 胚 葉 佐 喰 細 胞 ト區

別 困難 ナ ル形 態 ト大 サ トヲ持 ツニ至 ル. Scharlachrot

標 本 ニ ヨ ル脂 肪 ノ證 明 ハ陰 性 ナ リキ. Cajalgliaハ 病

竈 内 ノ病 機 ノ強 サ ニ從 ツテ 反 應 ス.即 チ結 節 内殊 ニ

組 織 稍 鬆 粗 トナ レル ガ如 キ場 合 ニ於 テ カ ナ リ著 シキ

肥 大 ヲ示 ス.神 經 細 胞 モ 亦病 竈 ノ所 在 ニ於 テ劇 シキ

變 化 ヲ被 ル.多 クハ所 謂 電 篤變 化 ニ シテ,主 ト シテ

Mikrogliaガ コ レヲ纒 繞 シ, Neuronophagieノ 像 ヲ

示 ス トコ ロ太 ダ多 シ.視 丘 隣 接 區域 ヲ見 レバ僅 カ ニ

Zona incertaノ 一 部 ニ病 變 ヲ證 明 ス ル ノ ミ ニ シテ,

 Luys氏 體 ハ 正 常,第3腦 室 壁 ノ中 心 灰 白質,視 丘 下

部 ノ核 群 及 ビ乳嘴 體 イ ヅ レモ皆 急 性 病 變 ヲ缺 ク.

黒 質　神 經 細 胞 ハ全 然 健 康 ニ シ テ殆 ド何 等 ノ變 化

ヲ認 メズ.極 メテ 輕 度 ナル 色 素 脱 逸 ノ像 ス ラ發 見 ス

ル能 ハズ.從 ツテ 緻 密 層 ノ細 胞 ハ 例 ノ定 型 的 帶 状 造

構 ニ則 ツテ 配 置 サ レ居 ル モ ノ ナ ル ガ,ソ ノ細 胞 間 ノ

組 織 ハOxydase反 應 ガ確 カ ニ陽 性 ナ ル多 核 白 血球 ヲ

以 テ充 満 サ ル.然 ル ニGliaニ ハ毫 モ活 動 ノ趣 ナ ク,

血 管壁 ニ モ亦 浸 潤 ヲ認 メ得 サ リキ.コ ノ最 後 ノ所 見

ハ殊 ニ一 種 異 樣 ナ ル像 ト云 フベ ク,我 等 ハ 兎 ニ 角 コ

コニ 於 テ 確實 ニGlia反 應 ニ 先 ダ ツ 急性 炎 的 浸 潤 期

ヲ捕 捉 シ得 タ リ ト稱 スル ヲ得 ム.

赤核　 マ ヅ 健 康 ナ リ.

中腦 四疊體　 變 化ハ同調 ナルモ一般 ニ弱 シ,殊 ニ

病變 ノ存 在 スルハ動眼神 經核 ト正中線細 胞群 トヲ含
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メル中腦 中心部一帶 ノ地域 ニ限 ラル.

腦 橋　 橋蓋 ノ病變猛烈 ニ シテ,血 管壁 ニハ同 ジク

カナ リ厚 キ細 胞 浸 潤 ヲ伴 フ.細 胞 ノ種 類 ハ主 ト シテ

淋 巴球 ニ シテ,中 ニ少 シク多 核 白 血球 ヲ混 ズ,管 腔

ノ擴 張 特 ニ 目立 ツ.神 經 細 胞 ノ變 化 ハ 左 程 著 明 ナ ラ

ザ ル モ,桿 状 型 程 度 ノHortega細 胞 ヨ リ成 レ ル 結 節

所 々 ニ散 布 ス.神 經 細 胞 ハ 時 ニ所 謂 重 篤變 化 ヲ示 ス

コ トア ル モ 大 體 腫 脹 ニ傾 キ,病 機 甚 ダ シキ部 位 ニ於

テ ハ融 解 ニ陷 ル. Neuronophagieハ 比 較 的 稀 ナ リキ.

延髓　 變 化甚ダ強 ク,殊 ニ灰 白質 ニ富 メル背 方域

ニ 於 ケ ル 病 變 著 明 ナ リ.血 管 周 圍 ニハ 淋 巴 細 胞 ノ浸

潤 ヲ認 ム.實 質 組 織 ハ 全 部 瀰 漫 性 乃 至 結 節 性 ニ增 殖

セ ルHortegagliaヲ 以 テ 被 ヒ盡 サ レ,ソ ノ間 ニ猶 多

核 白 血球 ガ散 在 セ ル ヲ見 ル. Hortegagliaノ 形 態 ハ非

常 ニ多 種 多 樣 ニ シテ,麻 痺 性 痴 呆 ノ桿 状細 胞 ニ髣 〓

タル 極 メテ細 長 キ モ ノ ヨ リ,方 形,長 圓 形,圓 形 等

ニ至 ル各 種 ノ型 式 ヲ示 ス ノ ミナ ラズ,内 ニハ 往 々 ニ

シテ 頗 ル 原形 質 ニ富 ミ,且 相 當量 ノ脂 肪 顆 粒 ヲ含 ム

顆 粒細 胞 サ ヘ發 見 サ レタ リ.神 經 細 胞 ハ概 シテ腫 脹

ニ踵 グ融 解 ニテ,時 々重 篤 變 化,慢 性 變 化 ヲ混 ズル

ガNeuronophagieハ 少 ナ ク,神 經 核 ノ中 ニ テハ 舌 下

神 經 核,疑 核 等 殊 ニ強 ク犯 サ ル.

小腦　 分 子 層 ニHortega細 胞 ヨ リ成 レ ル小Glia

竃 散 點 ス.細 胞 ノ形 ハ比 較 的 未 ダ 若 ク,ソ ノ間 ニ多

核 白 血 球 ノ介 在 セ ル ヲ ミル.竈 ハ常 ニ 圓形 若 クハ 方

形 ニ 區 劃 サ レ, Purkinje細 胞 トハ密 接 ノ干 繋 ヲ有 セ

ズ.顆 粒 層 及 ビ髓 阜 ニ ハ著 シキ病 變 ナ シ.

第4例　 下山某21歳　 男子　自動車車掌

臨牀的事項

既往歴及 ビ發 病史　 遺傳,既 往歴 トモニ見 ルベキ

コ トナ シ.煙 草 ハ少 量,酒 量 ハ 略1合 位 ニテ,乘 合

白 動 車 車 掌 トシテ 普 通 ニ勤 務 シ ツ ツア リシモ ノナ ル

ガ,昭 和2年2月14日 頭 痛 ヲ覺 エ,仕 事 ヲ 廢 シテ臥

床 ス.翌15日 モ朝 來 頭 痛 猶 歇 マザ リシ ガ,當 時 職 務

繁 忙 ヲ極 メ タレ バ謝 ス ル コ ト ヲ得 ズ シテ, ソ ノ 日 ヨ

リ16日 午後3時 マ デ 引 續 イテ服 務 シ, 爾來 床ニ就

ク.コ ノ間 ニ嗜 眠 ノ傾 向 漸 次濃 厚 トナ リ,17日 ニハ

食 事 ダ ケハ トニ カ ク起 上 リテ 詔 メタル モ,ソ ノ他ハ

ス ベ テ 昏 々 トシテ 眠 リ續 クル有 樣 ナ リキ.16日 來時

時 獨 語 ア リ,17日 ヨ リハ 尿 失 禁 ヲ來 タス トイ フ.

經過　 2月20日 入院 時所 見.嗜 眠 ト云 ハ ンヨ リ寧

ロ昏 情 トモ云 フベ キ程 ノ状 態 ナ リ.針 刺 ヲ與 フ レバ

微 カ ニ 目 ヲ開 ク位 ノ反 應 ヲ示 シ,問 ニ對 シテ ハ應 答

太 ダ簡,挺 舌 ヲ命 ズ レバ〓 カ ニ相 應 ズ ル程 ニテ,意

識 ノ明 度 ノ既 ニ充分 ナ ラザ ル ヲ窺 ハ シム.顏 貌硬 ク,

顏 面 ニ限 ツテ發 汗 著 シ,頬 部 ニ筋〓 溺 ヲ認 ム.四 肢

稍 強 硬 シ,受 動 運 動 ニ對 シ多 少 ノ抵 抗 ヲ與 フ.上 肢反

射 ハ少 シ ク亢 進 セ ル ガ如 キ觀 ア ル モ,膝 蓋, Achilles

反 射 共 ニ尋 常 ニテ,病 的 反 射 ハ ス ベテ 陰性 ナ リ.麻

痺 ナ シ.項 強 直 ハ 存 シ, Kernig證 状 ヲ缺 ク.腹 壁 ハ

舟 窩 状 ニ凹 陷 ス.膀 胱 ハ著 シ ク充 盈 シ,ソ ノ濁
音臍

ト耻 骨 縫 合 ノ略半 バ ニ達 ス.瞳 孔 ハ右 大,左 小,對

光反 應 鈍.内 臟 ハ心 尖 第1音 稍 不純 ナ ル外.ス ベテ

尋 常 ナ ル ガ如 ク,肝 脾 トモ ニ觸 知 ス ル ヲ得 メ.脉 搏

佳 良.腦 脊髓 液 ハ水 樣 透 明,壓130mm, Weichbrodt,

 Pandy弱 陽 性, Nonne-Apelt第1期 反 應 陰性,細 胞

32/3, 35/3ナ リ.尿 失禁.熱37.ﾟ3C.

カ ク ノ如 キ證 状 ハ爾 後 ノ經 過 ニ於 テ モマ ヅ大體 ソ

ノマ マ ニ維 持 セ ラ レタル モ,自 ラ多 少 ノ亢進 動搖 ア

リ.瞳 孔 ハ 入 院 第2日 タル2月21日 ニ左 右 同 大 トナ

リ,23日 ニ左 却 テ 右 ヲ凌 駕 シ, Pick氏 現 象起 ル.四

肢 ノ抵 抗 ハ漸 ク左 側 ニ高 調 セ ラ ル.23日 ニ ハ コ トニ

左 上 肢 ニ顯 著 ナ リキ.皮 膚 ハ 甚 ダ シ ク乾燥 シテ硬 ク,

 Sklerodermieヲ 聯 想 セ シム ル程 ナ リ.熱 ハ コ ノ間 ニ

21日39ﾟC, 23日 午前40ﾟC,同 日午 後40ﾟ7´Cニ 昇騰

シ,患 者 ハ 全 クKomaノ 状 態 ニテ鬼 籍 ニ上 レ リ.

病 理 的 檢索

剖檢 所見:　 腦軟膜ハ肉眼 上尋常ナルモ,内 腦水

腫 ヲ證 明 ス.腦 質 ハ血 點 ニ富 ム,時 ニ出 血 ア リ.黒
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質ハ左右兩側共 ニ全 ク固有 ノ色調 ヲ失 ヒ,タ ダ僅 ニ

黄色ナル帶 トシテ周圍 ヨ リ區別 セラルルニスギズ.

コノ他 ニハ腦内景 ノ像,全 ク正常 ナ リ.内 臟 ノ所 見

(病理學敎室):1. 左肋膜 ノ強 キ纎 維性肥厚及 ビ胸

廓 トノ癒着.2. 食道胃腸 ニ於 ケル淋巴濾胞装置 ノ

佳良 ナル發育.3. 脾萎縮.4. 左右腎皮質 ノ溷濁腫

脹.5. 肝臟 ノ脂肪ﾊ增加.6. 沈降性兩側肺炎.7. 肺

門淋巴腺 ノ炭末沈着.

組織的所見: 皮質 軟膜 ニハ淋巴細胞 又ハ組 織

球 ヨ リ成 リタル 多 少 ノ浸 潤 ヲ認 ム ル ニス ギ ズ.水 腫

ナ シ.皮 質 ノ主 ナ ル像 ハGliaノ增 殖 ヲ伴 ヘ ル神 經 細

胞 ノ變性 ナ リ ト云 フ ヲ得 ベ ク,神 經 細胞 ハ部 位 ニ ヨ

リ或 ハ所 謂 重 篤變 化 ニ屬 シ,或 ハ核 ノ比較 的 健全 ナ

ル一 種 ノ腫 脹状 態 ニ ア リ,一 定 ノ型 式 ヲ以 テ律 シ難

キ モ,要 スル ニ急 性 變 性 ノ像 ト シテ一 括 セ ラ ル ベ ク,

時 ニハ既 ニ細胞 影 トナ リ終 レ ル トコ ロ アル 位 ニテ,

從 ツテ,第3層 ノ附 近 ニ カナ リ廣 汎 ナ ル 瀰漫 性 ノ細

胞 脱落 ヲ起 セ ル領域 モ亦 少 ナ カ ラズ、GliaハOligo

dendroglia, Mikroglia共 ニ增 殖 シ,衛 星細 胞 ノ增 加,

更 ニ進 ン デ ハNeuronophagieノ 状 態 ニ近 キ 像 太 ダ

多 シ ト雖,Mikrogliaノ 瀰 漫 性增 加 ヲ以 テ 主 病 變 ト

ス.但 シ結 節 ヲ造 ラズ.Cajalgiaノ 反 應 ハ殆 ド缺 ク.

血管 浸潤 ハ 輕 シ.Virchow-Bobin腔 ハ間 々擴 張 シ,

中 ニ顆 粒 細 胞 ヲ容 レ, Glia境 界 膜 及 ビ ソ ノ周 圍 ノ

Mikrogliaハ 往 々ニ シテ鐵 反 應 ニ陽 性 ナ リ.髓 質 モ健

康 ナ ラズ.血 管壁 ノ變 化,鐵 所 見 トモ ニ皮 質 ニ同 ジ.

ソノ他,注 目ス ベ キ變 化 トシテ,神 經 纎 維 軸 索 ノ腫

脹 ア リ.髓 鞘 モ 亦 コレ ニ ツレテ 變 性 シ細 長 キ 白斑 ヲ

作 ル.Spielmeyer標 本 ニ ヨ レバ,ソ ノ樣 宛 モ矢 絣 ヲ

見 ル ガ如 シ.

線状體及 ビ淡蒼球 線状體 ハ細胞浸潤相當 ニ強 シ.

細胞 ノ種 類 ハ主 トシテ 淋 巴細 胞 ニテ,中 ニ多少 ノ

Plasma細 胞 ヲ混 ジ,多 クハ中等大血管周圍 ニ位置

ス.脂 肪顆粒細胞 ,石 灰 ノ沈着 亦認 メラル.神 經

細胞 ハ急性變性 ノ像 ニテ,大 型細 胞數 ノ減少 ア リ.

Glia反 應 ノ樣 式 ハ 大腦 皮質 ノ ソ レ ト同 ジ ク,程 度 ニ

於 テ コ レヲ過 グ.淡 蒼 球 ノ病 變 ハ線 状 體 ニ比 ス レ バ,

細 胞 浸 潤 ニ於 テ 劣 レ ル モ,神 經 細 胞 ノ變 性 ハ カ ナ リ

著 シ.

視丘及 ビ ソノ附近 第3腦 室壁 ヨリ視 丘内側核 ノ

内 半 部 ニ亙 ル領 域 ニ於 テ 變 化 最 モ旺 盛 ナ リ.神 經細

胞 ノ示 セ ル重 篤 變 化 ノ形 態 ハ モ トヨ リ太 ダ顯 著 ナ レ

ドモ,Glia增 殖 ノ態 度 ハ更 ニ特 異 ニ シテ,一 見 忘 ル

ベ カ ラザ ル 印刻 ヲ與 フ.無 數 ノ桿 状型Mikrogliaガ

血 管周 圍 ト云 ハ ズ 實質 組 織 内 ト云 ハズ,相 倚 リ,相

集 マ ツテ,幾 多 ノ小 竃 ヲ形 式 ス.各 小 竈 ノ境界 ハ 明

瞭 ナ ラ ズ,ソ ノ間 ニ移 行 連 絡 ア リ.個 々 ノGlia結 節

ト云 ハ ンヨ リハ,渾 融 セ ル大 病 竈 ト見 ル ヲ適 當 トス.

血 管 浸 潤 モ亦 著 明 ニテ,主 トシテ 淋 巴 球 ヨ リ成 ル モ,

時 ニPlasma細 胞 ヲ混 ズ.但 コ ノ一 部 ハ 實 質 内 ニ遊

走 ス.血 管 周 圍 ニ鐵 反 應 ヲ證 明 ス ル ヲ得 ベ シ.左 右

大 差 ナ シ.

黒 質 病 變 劇 甚 ナ リ.緻 密 層 ハ 全 ク1個 ノGlia集

團 ト化 シ去 レ リ.血 管 浸 潤 復強 ク,神 經 細 胞 ハ殆 ド

全 部 ソ ノ色 素 粒 ヲ失 フ.鐵 反 應 ハ血 管 壁 及 ビ ソノ周

圍 ニ存 ス.コ トニ左 側 ニ著 シ.

赤核 ヤハ リ變 化猛烈 ナ リ.神 經細胞 ノ脱落高度

ニテ,殘 存 セ ル モ ノモ亦 皆變 性 ニ陷 ル.

中腦 至 ル トコロ赤核 ト同強,同 調 子ナ リ.動 眼

神經 核 領域 モ同 樣 ニテ,Gliaノ 茂 生 劇 シク,神 經 細

胞 ハ コ トニ右 側 ニ於 テ 明 カ ニ脱 落 ス.殘 存 ス ル細 胞

ハ 比 較 的 健 康 ナル觀 ア リ.間 々體 内 ニ猶Nissl顆 粒

ヲ證 明 スル コ トヲ得.

腦 僑 底部 ハ殆 ド變化 ナク,蓋 部 ノミ強 ク侵 サル.

血 管 浸潤 ニ伴 フ瀰 漫 性 ノGlia增 殖 ニ テ,ソ ノ樣 式 ハ

前 述 ノ諸 核 ニ於 ケ ル モ ノニ同 ジ キ モ,強 度 太 ダ大,

中腦 ヲ超 エ,間 腦 ニ亞 グ.

延髓 下橄欖體上端 ヨ リ背 部一體 ノ領域 及 ビ中線

ニ沿 ヘ ル縫 合 部 ニ特 ニ強 烈 ニ シ テ,爾 餘 ノ部 位 ニ極

メテ 弱 キ トコ ロ,一 見 較 著 ナ ル 對 比 ヲ呈 ス.前 者 ハ
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全 體 ト シテ 一 ツ ノMikroglia病 竈 ニ化 シ去 レ リ トモ

云 フ ベ ク,ソ ノ強 サ略 視 丘 ノ ソ レニ匹 敵 ス.神 經 細胞

ハ 悉 ク重 篤 變 化 ニ陷 リ,浸 潤 亦 高 度 ナ リ.橄 欖 體 ノ

細 胞 體 ハ ヤ ヤ細 胞 ニ 貧 シク,ト コ ロ ドコ ロ ヤヤGlia

ノ增 生 ア ル モ,結 節 ト云 ハ ン ニハ 餘 リニ幽 微 ニ過 グ.

小 腦　 皮 質 ハ略 健 康 ナ ル モ,齒 状 核 ニ例 ノGliaノ

茂 生 ト中等度 ノ浸潤 ヲ見 ル.血 管周圍 ニ鐡 反應陽性.

脊髓 檢査 スル コトヲ得 ザ リキ.

第5例 福島某 62歳 男子 元公吏

臨牀的事項

遺傅 及ビ既往歴　 多 ク記 スベキ コ トナ シ.タ ダ患

者 ハ 太 ダ酒 ヲ嗜 ミ,壯 時 ニハ往 々 暴 飲,宿 醉 ノ癖 ア

リシ モ,近 來 禁 酒 中 ナ リ.

發病及 ビ經過　 昭 和2年8月24日 朝 ヨ リ頭 痛全

身 倦 怠 ヲ訴 ヘ テ臥 床 ス ル ニ至 リシガ,翌25日 ニハ多

少 ノ熱 發 ア リ.食 思 振 ハ ズ.26日 ニハ 體 温40°0Cヲ

超 エ,發 語 不 明瞭 トナ リ,同 日夕 刻 ニハ意 識 多 少 溷

濁 ス ル ト共 ニ,前 日來 存 セ シ右 手 振 顫益 著 明 トナ リ,

右 脚 モ亦 運 動 困難 ナ ル ガ如 ク見 受 ケ ラ ル.27日 意 識

明 度 ノ障 碍 ニ一 層 進 行 ノ徴 ア リ,尿 失 禁 ヲ伴 フ.

8月28日 入 院 時 所 見. 意 識 溷 濁 ノ程 度 ハ昏 睡 ト

云 ハ ン ニハ ヤ ヤ輕 シ.マ ヅ高 度 ノ昏〓 ト稱 ス ベ キ カ.

強 キ 皮膚 刺 戟 ヲ加 フ レバ,開 眼 ス.右 側 眼 瞼 ヤ ヤ下

垂 シ,涙 流 ア リ.Kernig現 象 ハ 陰 性 ナ ル モ,項 強 直

ハ 明 カ ニ存 シ,上 肢 三 頭 腱 反 射,Acbilles腱 反 射 共

ニ高 ク,後 者 ハ 右 側 左 側 ヲ凌 グ.膝 蓋 反 射 ハ 略 尋 常

ナ ル モ,同 ジ ク右側 ニ強 シ.上 下 肢 共 ニ強 梗 ス.上

肢 ニ テハ ヤ ハ リ右 ニ 著 シ.腹 筋 硬.右 ニ足 現 象 存 ス

ル モ ノ ノ如 クナ ル モ.Babinski等 ノ病 的 反射 ハ 缺

ク.眼 球 ハ 右 轉 シ,瞳 孔 ハ左 右 同 大 ニテ 反 應鈍 ク,尿

ハ失 禁 ノ状 態 ニ ア リ. 脊 髓 液 ハ水 樣透 明,壓100,

 Pandy強 陽 性Nonne-Apelt第1期 反 應, Weichbrodt

共 ニ陽 性,細 胞 數63/3ヲ 算 ス.熱38℃ ニ至 ル.

入院後29日,30日 兩 目ニ亙 リ證状寛解 ノ徴見 エ

瞳 孔 反 應 少 シ ク鋭 敏 トナ リ,項 強 直 ノ程度 減 弱 ス.

筋 強 剛 ニ モ亦 動 搖 起 リ. 29日 ニハ,上 肢 ニテ ハ右,

下 肢 ニテ ハ 左 強 ク,30日 ニハ 上 下肢 ヲ通 ジ,一 般 ニ

右 ニ強 カ リシ モ,大 體 ニ 於 テ輕 シ.意 識 ヤヤ 快復 シ,

問 ニ應 ゼ ン トス ル ノ努 カ ヲ認 ム.

然 ル ニ,8月31日 正午 體 温39°7′Cニ 昇 騰 シ,四 肢

ノ強 剛增 加 ス.右 ニ著 シキ コ ト前 日 ト同 樣 ナ リ.膝

反 射 ハ 筋 強 剛 ノ爲 メ ニ制 セ ラ レ テ出 現 シ難 シ.問 ニ

對 シテ ハ,顏 貌 マ ヅ反 應 シ,手 指 ノ振 顫 コ レニ亞 ギ,

興 奮 シテ 何 事 カ語 ラ ン ト焦 慮 ス ル ノ態 度 甚 ダ明 瞭 ナ

ル モ,口 唇 ノ開 大 困 難 ニ シテ充 分 ナ ラ ザル ノ ミナ ラ

ズ,發 語全 ク不 能 ナ リ.四 肢 ニ受 動 遲 動 ヲ加 へ仔細

ニ抵 抗 ノ興 廢 消 長 ヲ窺 フ ニ,筋 強 剛 ハfederndト 云

ハ ンヨ リハ 寧 ロwachsernニ 近 シ.即 チ コ ノ運 動障

礙 ハ一半 ハ 錐體 道 性 ナ レ ドモ,他 半 ハ確 カ ニ外 錐體

道 性 ナ リ.9月1日 再 ビ脊 髓 液 ヲ採 取 ス.水 樣 透 明,

壓140,Nonne第1期, Weichbrodt反 應 共 ニ強 陽 性

ニ進 ミ,細 胞88/3ニ 至 ル.口 唇Herpesヲ 生 ズ.爾

後 證 状 ニ大 ナ ル變 化 ナ ク,9月3日 終 ニ死 ニ轉 歸 ス.

病理的檢索

患 者遺族 ノ篤志 ニヨ リ頭腔剖檢 ヲナス コ トヲ得 タ

ルガ,腦 ハ軟膜 ニ多少 ノ水腫 ヲ見 ルノ外,肉 眼 上格

別 ノ變化 ヲ缺 ク.病 機 ノ本態 ハ則チ次ニ記 ス組織的

檢索 ヲ俟 ツテ始 メテ闡明 ノ域 ニ入 レリ.

組織的所見:　 皮質　 軟膜 ニハ,腦 溝水腫部 ニ一

致 シテ細胞浸潤 ヲ認 ム.細 胞 ノ種類ハ組織性喰細胞,

淋巴球,Plasma細 胞,多 核 白血球 ニテ,略 平等 ニ相

混 ズ.強 ヒテ云 ハバ組織細胞最多 シ.脉 管 ノ硬化,

出血 ノ迹 ヲ見ズ.皮 質 ニハ細血管及 ビ毛細管茂生 ノ

傾向 ア リ,コ トニ後者著 シキモ,分 布 ノ状態 ハ絶對

瀰漫性ナ ラズ,寧 ロ斑紋状 ナ リト云 フベク,時 ニハ

アル廻轉 ノ全層 ヲ通 ジ,時 ニハ1-2ノ 皮質層内ニ局

限 シ,健 部患部不規則 ニ相 隣 リス.變 化 ノ太ダシキ

部位 ニハ毛細管網 ノ顯現明瞭 ニ過 グルノ ミナラズ,

定型的 ノPaketbildungニ 逢 着スルコ ト又稀ナラズ.
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神經細胞 ノ變 化ハ トコロ ドコロ慢性硬化 ニ近 キ像 ヲ

呈 スルモ,大 體 トシテハ一種 ノ急 性變性 型ヲ採 リ,

場所 ニヨ リテハ相當 ノ脱落ア リ,ソ ノ多 クハ毛細管

網茂生竈 ニ一致 ス.

カ ク ノ如 キ基 調 ノ下 ニ アル 皮 質 ハ他 方 更 ニ復Glia

ノ茂 生 ト細 胞 浸 潤 トヲ藏 ス.Gliaハ 桿 状 型Hortega-

gliaヲ 主 成分 ト シ,通 常 毛 細 管增 殖域 内 ニ於 テ,シ

カモ毛細 管 壁 ト直 接交 渉 ナ ク,遊 離 シ タル小 群 ヲ作

ツテ散 在 ス.數 ハ寧 ロ少 ナ ク,細 胞 密 度 大 ナ ラズ,

周 圍 ト ノ境 界 モ 亦劃 然 タル モ ノ稀 ニ シテ,精 査セ ザ

レバ往 々注 意 ノ外 ニ逸 脱 ス ル ノ虞 ア リ.結 節 ト名 ヅ

クル ニ ハ幽 微 ニ過 グ.細 胞 浸潤 モ 略同 調 ニテ,稀 ニ

ハ 淋 巴細 胞 ノ夥 シ キ集 團 ヲ見 ル コ トア ル モ.普 通 ハ

2, 3ノPlasma細 胞 ガ 大 ナ ル間 隙 ヲ距 テ テ 毛細 管壁

ニ附 麗 セ ヲル ル程 度 ヲ出 デズ.シ カ モ猶 ソ ノ一 部 ハ

實質 組 織 内 ニ遊 出 シ,病 機 ノ薄 ク シテ,シ カ モ廣 ク

瀰 漫性 ナル ヲ語 ル.

線状體及 ビ淡蒼球 線状體 ニハ間 々中等大血管 ノ

硬 化 ヲ證 ス レ ドモ,毛 細 管茂 生 ノ像 ハ 却 テ 皮質 ニ 劣

ル.血 管壁 ニハ 淋 巴球 ヨ リ成 レル カナ リノ細胞 浸 潤

ア リ.Plasma細 胞 ノ組 織 内 遊 出 モ 亦 稀 ナ ラズ.

Hortegagliaノ增 殖 ハ ソ ノ組 織 的 態 度 ニ於 テ 大腦 皮

質 ト大差 ヲ見 ザ ル モ,實 質 全 般 ニ散 布 シ,且 遙 ニ多

數 ナル ノ ミナ ラズ,個 々 ノ細 胞 ノ形 貌 ハ桿 状 型 ヨ リ

一 歩 ヲ進 メ,時 ニハ 殆 ド顆 粒 細 胞 型 ニ迫 ル.神 經 細

胞 ノ變 化 ハ復 略大 腦 皮 質 ニ同 ジク,ト コ ロ ドコ ロ ニ

脱 落 竈 ヲ認 ム.淡 蒼 球 ハ頗 ル神 經 細 胞 ニ乏 シ ク,Glia

ハ殆 ド竈 状 ノ基 調 ヲ失 ヒ,全 體 ニ亙 リ一 樣 瀰 漫 性 ニ

増 殖 ス.ソ ノ主成 分 ハHortegaglia桿 状 型 ナ リ.細 胞

浸 潤 ハ 太 ダ輕 シ.

視丘及ビ ソノ附近 視床外側核,腹 側核,内 側核

ノ一 部 ヲ包括 シ,更 ニ ソノ腹 方 ノZona incertaニ 延

ビ タル一 帶 ノ領 域 内 ニ,本 例 中 樞神 經 系 中 最 猛 烈 ナ

ル病 變 ヲ藏 容 ス.淋 巴 細 胞 性Plasma細 胞 性 細 胞 浸

潤 ハ大腦 皮質,線 状 體 ニ比 シ勿 論 太 ダ 高 度 ナ レ ドモ,

病 變 ノ核 心 ヲナ ス モ ノハHOrtegagliaノ增 殖 ニ シテ,

種 々 ナル 發達 階 段 ニ立 ツHortegagliaヲ 以 テ.微 カ ニ

被 ハ レ タル實 質 内 ニ,多 數 ノ粗 大 ナ ルG1ia竈 ノ發 達

ア リ.細 胞 ハ イ ヅ レ モ一 樣 ニ完 全 ナ ル 顆粒 細 胞 型 ヲ

示 シ,竈 ノ中 心 組 織 ハ 既 ニ軟 化 ノ状 態 ニ入 リ,組 織

結 合 ヲ失 フ.Cajalgliaノ 反 應 ハ 寧 ロ薄 弱 ナ リ.ソ ノ

最 大 ナ ル モ ノハ 外 側 核.腹 側核 及 ビZona inoertaノ

邊 ニ多 ク,中 ニ ハ直 徑2-3mmヲ 過 グル モ ノア リ.

實 質 内 ニハ 又Plasma細 胞,淋 巴 細胞 ノ遊 出 ヲ認 ム,

神 經 細胞 ノ變 化 ハ前 述 ノ部 位 ニ同 ジ.

コ ノ領 域 ヲ出 ヅ レバ病 機 一 頓 シテ 輕 微 トナ ル.赤

核 ハカ ナ リ ノ細 胞 浸 潤 トHortegaglinノ 茂 生 トヲ有

ス ル外,例 ノ如 キ神 經 細 胞 像 ヲ示 ス モ,顆 粒 細 胞 竈

ハ 全 ク缺 ク.第3腦 室 壁 灰 白質 ニハ 極 メテ 微 弱 ナ ル

病 變 ヲ見 ル ノ ミニ テ,Luys氏 體 ノ如 キハ 略 健 常 ナ

ル ニ近 シ.黑 質 ニハGlia竈 ハ ア レ ドモ,ソ ノ細 胞 イ

ヅ レモ 桿 状 型 ナ リ.神 經 細 胞 ハ比 較 的 ヨ ク保 持 セ ラ

ル.

中腦 以下 中腦 ノ部分ハ恰 モ他 ノ檢 索 ノ目的 ニ向

ツテ 應 用 セ ラ レ タレバ,コ コ ニ病變 ヲ記 述 スル コ ト

ヲ得 ザ ル モ,ソ レ ヨ リ尾 方,延 髓 ニ至 ル マ デ ノ領 域

ニテ ハ 病 勢 太 ダ衰 フ.橋 蓋,延 髓 灰 白 部 ニ於 テ 稀 ニ

極 メテ 幽 微 ナ ルGliaノ 茂 生 竈 ニ邂 〓 シ得 タ ル ニ過 ギ

ズ.但 シ橋 底 ニ ハ血 管 硬化 ノ像 ア リ.ソ ノ偏 側 ニハ

最 長 經 約4mm位 ノヤ ヤ新 鮮 ナ ル出 血 竃 ヲ 存 ス.下

橄 欖體 細 胞 帶 ニ ハGlia竈 ヲ見 ズ.

小腦 中心核 ニハ瀰漫性 ノ輕 キGlia增 殖 アル ノ

外,著 變 ヲ缺 ク.軟 膜 ノ病 變 ハ略 大 腦 軟 膜 ニ同 ジ.

皮質 ニ ハ皮 質 面 ニ向 ツテ 縱 走 スルGlia竃 ヲ認 ム.細

胞 ハ普 通Gliastrauchwerkト 異 ナ リ,ス ベテ 定 型

的 顆 粒 細胞 ナ リ.

脊髓 不檢.

第6例　瀨 畑某 28歳 女子 女工

臨牀的事項
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遺傳及 ビ既往 歴 不明.

發 病及 ピ現症 數 日前 ヨ リ全 身倦 怠ヲ訴 ヘツツア

リ シガ,昭 和4年8月17日 夜 熱 發39℃ ニ及 ビ,翌

朝 ハ 下 腿 痛 頭 痛 嘔 吐 ヲ 發 ス.但 シ意 識 ハ當 時 猶 明 瞭

ニテ 應 答 確 實 ナ リキ.21日 夕 刻 ニ ハ 突 然起 キ上 リテ

室 内 ヲ俳 徊 シ,蒲 團 ヲ破 リ放 吟 シテ 終 夜 眠 ラズ.23

日來 意 識 全 ク溷 濁 シ,項 強 直 ヲ見 ル トイ フ.同 日岡

山 醫 科 大 學 精神 科 ニ入 院 當 時 ノ所見 大 約 次 ノ如 シ.

患 者 ハ昏 睡 ノ状 態 ニ在 リ.顏 面 ハ 右 口角 右 方 ニ強

ク牽 引 セ ラ レ,瞳 孔 ハ 體 位 ニ干 繋 ナ ク常 ニ左 右 同 大

ヲ保 チ反 應 鈍 シ.項 強 直 ハ 顯 著 ナル モ,Kernigハ

弱 陽 性 ナ リ.四 肢 ニ強 硬 ヲ認 ム,上 肢 ニ於 テ 強 ク,

下 肢 ニ弱 シ.腱 反 射 ハ ス ベテ マ ヅ 常 態 ナ リ.腦 脊 髓

液 ハ水 樣 誘 明 ニ テ,壓250ニ 至 リ,Pandy強 陽 性,

Nonne-Apelt第1期 及 ビWeichbrcdt反 應 トモ ニ陽

性,細 胞44/3ヲ 算 ス.

入 院翌 日ノ朝午 前7時 死亡 ス.

病 理 的檢 索

頭蓋 開檢 ヲ行 フ.肉 眼上,腦 表面 ノ血管 ニ太 ダシ

キ充盈 ヲ見 タル ノ ミ.

組 織學的所見: 皮質 變化劇烈 ナ リ.軟 膜 ニハ

肉 眼所 見 ニ相 應 シ高 度 ノ充 血 ヲ認 ム ル外,殆 ド ソ ノ

全 表 面 ニ亙 リ強 キ淋 巴細 胞 性 浸 潤 ア リ.ソ ノ間 ニ猶

組 織 細胞 及 ビPlasma細 胞 ヲ交 フ.皮 質 ハ 殆 ド殘 ル

隈 ナ ク細 胞 浸潤Glia增 生 竃 ヲ以 テ被 ヒ盡 サ ル.浸 潤

細 胞 ハ 中等 大 乃 至 小 血 管 壁 ニハ 淋 巴 細 胞 ヲ主 トシ,

ソ ノ層 頗 ル厚 ク,毛 細 管 壁 ニテ ハPlasma細 胞 ノ密

着 ヲ見 ル ヲ普 通 トス.細 胞 ノ一 部 ハ 又 實 質 内 ニ潜 入

ス.G1iaハHortegagliaノ 側 ニ著 シ キ茂 生 ヲ存 シ,

或 ハ 血 管 壁 ニ沿 ヒ,或 ハ コ レ ト獨 立 ニ實 質 内 ニ小 竈

ヲ作 ル.時 ニ ハ境 界 明 劃 ニテ 結 節 状 ナ ル コ トア リ,

時 ニハ 周 圍 ト彷 彿 ノ間 ニ相 移 リ,シ カ モ3, 4相 倚 ツ

テ,不 規 則 ナ ル竃 的傾 向 ヲ發 揮 ス.個 々細 胞 ノ形 態

ハ 一 樣 ナ ラザ ル モ,重 ニ桿 状 型 ヨ リ圓 形 ノ間 ニ位 シ,

顆 粒 細 胞 型 ヲ見 ズ.Oligodendrogliaハ 多 ク變 性 ニ陷

リ,Cajalgliaハ 反 應 太 ダ 輕 シ.神 經 細 胞 ノ像 ハ必 ズ

シ モ一 樣 ナ ラザ ル モ,核 ノ變 性強 キ點 ヨ リ見 テ,イ

ヅ レモ皆 所 謂 重 篤 變 化 ノ範 疇 ニ屬 ス ト考 ヘラ ル.カ

ク ノ如 キ種 々 ナル 病 變 ハ皮 質 全 層 ヲ貫 キテ 境 界 層

ニ至 ル ノ ミナ ラズ,更 ニ進 ンデ髓 質 ノ中 ニ侵 入 シ,

Gliaノ 結 節状 茂 生 ト同 時 ニ血 管壁 ノ著 シ キ細胞 浸潤

ヲ示 ス.

線状體及ビ淡蒼球 線状體ノ變化ハ性質ニ於テハ

皮 質 ト同 調 ナ ルモ,強 度 遙 ニ 劣 ル.浸 潤,Hortegaglia

ノ茂 生,Oligodendroglia等 ノ變 性 イ ヅ レ モ輕微 ナ リ.

コ トニHortegagliaノ 竃 的 傾 向 薄 シ.淡 蒼 球 ニテ ハ

浸 潤 ハ獨 リ中 等 大 血 管 壁 ニ局 限 シ,毛 細 管壁 ニ缺 ク.

Gliaハ 寧 ロ瀰 漫 性 ニ增 殖 ス.神 經 細 胞 ノ變 化ハ 兩 中

樞 ヲ通 ジ,イ ヅ レモ重 篤變 化 ナ リ.

視牀及 ビ ソノ附近 病變 ノ強サ線 状體 淡蒼球 ヲ超

エ 大 腦 皮 質 ニ迫 レ ドモ,ソ ノ性 質 ハ 悉 ク相 同 ジ.モ

シ強 ヒテ ソノ間 ノ差 違 ヲ求 ム レバ,或 ハ コ ノ領 域 ニ

於 テ 浸潤 細 胞 ガ コ トニ淋 巴 細 胞 ニ富 ミ,Plasma細 胞

ニ貧 シ キ點 ヲ擧 グ ベ キ モ,ソ ハ 勿 論 程 度 ノ問題 ニ過

ギ ズ,半 バ結 節 樣,半 バ瀰 漫 性 ナルHortegagliaノ 増

殖 ノ態 度,將 又 ソ ノ個 々 ノ細 胞 ノ形 貌 等 ニ至 ツテハ,

既記 ノ組 織 像 ト殆 ド揆 ヲ 一 ニ ス.但 シコ ノ分 野 内 ニ

ハ 自 ラ局 所 的 色彩 ノ區 別 ヲ存 シ,視 丘 内 側 核 最 モ劇

シ.第3腦 室 壁 ニ ハ壁 面 ノ直 下 ニ接 シテ猶 厚 キ淋 巴

細 胞 浸 潤 ヲ認 メ,Nacl.paraventricularis等 ノ視 丘

下 部 ノ諸 核 ニ モ亦Gliaノ 結 節 樣增 殖 ヲ見 ル.視 丘

腹 側 核 ニテハ 既 ニ ヤ ヤ弱 ク,外 側 核 コ トニ ソノ外 側

部 ハZona incertaト 共 ニ太 ダ輕 シ.Corpus Luysiモ

亦強 カ ラズ.赤 核黑 質 ハ 略 同程 度 ニ テ,病 變 内 側核

ニ類 シ,カ ナ リ劇 烈 ナ リ.タ ダ神 經 細 胞 ハ多 少 ノ脱

落 ア ル モ,概 ネ猶 ソ ノ位 置 ニ横 ハ リ,黑 質 ノ如 キハ

色 素 脱 失 ハ存 スル ニ ハ則 チ存 ス レ ドモ,決 シテ 高度

ニハ ァ ラ ズ.緻 密 層 ハ 大 體 トシテ 未 ダ保 持 セ ラル.

中 腦 Sylvius氏 導 水 管 壁 ニ ハ輕 キGlia增 殖 アル

ニ過 ギ ズ.蓋 部 ノ灰 白 質 ハ コレ ニ比 ス レ バ ヤヤ 強 ク.
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多 ク瀰 漫 性 ノGlia增 殖 ア リ.浸 潤 復存 ス.コ ノ中,

動 眼神 經 核 群 ノGlia茂 生 ヲ主 トシ タル病變 最 著 シ

キ モ,ソ ノ絶 對 ノ強 度 ハ 太 ダ シクハ 高 カ ラズ.視 丘

邊 ニ比 スレ バ ヤ ヤ劣 ル.

腦橋　蓋底 トモニ侵 サルルモ,前 者ヤヤ後者 ニ過

グ,變 化 ハ イ ヅ レモ 同調 ナ リ.蓋 部網 樣 層 ハ 全 體 ト

シテ病 變 ヲ被 レ ドモ,ソ ノ側 方 ニ 位 ス ル三 叉神 經 運

動 核 ニハ 顯 著 ナ ルGliaノ增 殖 ア リ,殆 ドー ツ ノGlia

竈 ト化 ス.〓 色核 ニ ハ特 ニ細 胞 ノ融 化 ノ像 ヲ見 ル.

延髓　 腦僑相當ナ ラム.背 部中心管 ニ接 スル部 ニ

弱 シ.コ コ ニテ ハ神 經細 胞 ノ變 性 ヲ主 トス.側 方 ノ

三 叉神 經 核 等 ニ ハ コ レ ニ反 シGliaノ 茂 生 太 ダ シ.

小腦　 内核 ニハ浸潤 ハ少ナ ク,孤 立性 ノ明瞭ナル

Glia結 節 ヲ見 ル.但 シ ソ ノ數 ハ 多 カラ ズ.軟 膜 ハ

大 腦 軟 膜 ノ如 ク浸 潤 ス レ ドモ,充 血 ハナ シ.皮 質

Purkinje細 胞 ハ ヤハ リ重 篤變 化 ニ陷 リ,顆 粒 層 ニハ

Purkinje層 ヨ リ起 レル巨 大 ナルGliaノ 密 集 群 ア リ,

纎 巧 ナ ル普 通 ノGliastrauchwerkト ハ 全 ク異 リ タル

像 ニテ,寧 ロ一 ツ ノ實 質 ナ ル圓柱 トモ塊 ト モ云 フベ

シ.

脊髓　 錐體道交 叉部 ヨ リ頸髓上部 マデ ヲ檢 スルヲ

得 タル ガ,延 髓 ヲ越 ス ト共 ニ,病 機 亢 進 ノ徴 ヲ認 ム.

前 角後 角 トモ ニ,或 ハ撒 在 性 或 ハ 密 集性 ノGliaヲ 以

テ被 ハ ル.浸 潤 復存 ス.橋 部 ヨ リコ ノ邊 ニ下 ル ニ從

ヒ,軟 膜 ノ浸 潤 漸 ク強 調 セ ラ ル ル モ ノ ノ如 シ.

第7例　 宮崎某 9歳 女子 小學生徒

臨牀的事項

既往歴　生來健ニシテ著患ナシ.

發病史及 ビ現在證　 昭和4年9月10日,食 慾 減退

ヲ訴 ヘ ツ ツモ學 校 ニ行 キ,午 後2時 頃歸 宅 ス.頭 痛

漸 ク甚 ダ シ ク數 囘嘔 吐 ア リ.當 時 既 ニ多 少 ノ熱 發 存

セ シモ ノ ノ如 シ ト云 フ.翌11日 熱39℃,床 上 ニ轉

輾 ト シテ譫 語 ヲ發 シ,枕 ヲ換 ユ ル タメ ニ頭 部 ヲ扛 グ

ル時 ハ疼 痛 ヲ覺 ユ.發 語 ハ 充 分 ナ ラザ リシ モ領 悟 ハ

良 キ樣 ナ リキ.嗜 眠 ナ シ.

9月13日,岡 山醫 科 大 學 柿 沼内 科 入 院 同 科 ノ記

録 ニ據 レバ,意 識 ニ ハ稍 溷 濁 ノ徴 ア ル モ,概 シ テ明

瞭 ト云 フ ベク,顏 貌 ハ空 漠 ニ シテ而 モ猶 患 メル ガ如

シ,瞳 孔 同 大,正 圓,反 應 敏.眼 瞼 下 垂 及 ビ眼 球 震

蘯 症 ヲ缺 ク.項 部 強 直 及 ビKernig症 状 陰 性.上 下 肢

腱 反射 ハ 活溌 ナ レ ドモ,異 常 反 射 ヲ見 ズ.ソ ノ他 特

記 ス ベ キ事項 ナ シ.腦 脊 髓 液 ハ水 樣 透 明,壓165mm,

Pandy士, Nonne-Apelt陰 性,細 胞 數32,糖72,

NaCl0.693.

經 過　 9月14日 朝 來,意 識 溷 濁 ノ徴 進 ム.熱39.6℃

 16日 尿 失 禁.17日 頭 部 及 ビ眼球 共 ニ右 方 ニ牽 引 セ ラ

ル.兩 上 肢 ヤ ヤ 強 梗 ナ ル モ,下 肢 ハ寧 ロ萎 弱 ス.熱

38.2℃ 18日 熱 ナ シ.肺 水 腫 ヲ起 シテ死 亡 ス.全 經

過9日 ナ リ.

病理的檢索

頭部開檢 ヲ行 フ.硬 膜尋常.軟 膜 ハ充血頗 ル顯著

ニシテ.毛 細管終末マ デ肉眼的 ニ追及 シ得 ル程ナ リ.

腦 質ハ水腫樣腫脹 ヲ示 シ,血 點太 ダ多 シ.菱 形窩灰

色斑 ノ邊 ニ當 リ2, 3ノ 粟粒大赤點 ヨ リナ ル出血竈 ヲ

認 ム.

組織的所見:　 大腦皮質　 病變猛烈 ヲ極 ム.軟 膜

ハ 血管 極 度 ニ充 盈 シ,出 血 著 シ,浸 潤 甚 ダ 強 ク且 多

型 性 ニ テ,主 體 タル淋 巴 球 ノ間 ニ多 數 ノPlasma細

胞 及 ビ組 織 球 ヲ混 ユ.多 核 白 血球 モ亦 コ レニ與 ル.

皮 質 ノ神 經 細 胞 ハ全 體 ヲ擧 ゲテ 重 篤 變 化 ニ陷 リ,ソ

ノ最 モ 深 酷 ナ ル場 合 ニハ細 胞 體ハ 宛 モ凝 固 シ タ ル ガ

如 ク,周 邊 ヨ リニ將 ニ碎 ケ崩 レテ落 チ ン トス.核 ハ

ソノ位 置 ノ儘 濃染 萎 縮 ス ル コ ト勿 論 ナ リ.喰神 經 細

胞 現 象 ヲ伴 ハ ズ.浸 潤,Gliaノ 像 ハ 太 ダ旺 盛 ナ ル ト

同 時 ニ2, 3特 異 點 ア リ.マ ヅ前 者 ヲ見 ル ニ,ソ ノ主

トシテ淋 巴 球 ヨ リ成 リPlasma細 胞 稀 ニ 多 核 白 血球

ヲ混 ズ ル トコ ロハ 例 ニ ヨ ツテ 例 ノ如 クナ ル モ,淋 巴

細胞 及 ビ多 核 白血 球 ノ2類 ハ實 質 内 ニ鼠 入 散點 ス.

Hortegagliaノ 茂 生 ハ瀰 漫,結 節 兩 型 トモ ニ存 シ,結
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節 内 ニハ往々淋巴球及 ビ多核 白血球 ヲ容 ル.所 謂混

合型結節ナ リ.細 胞 發達 ノ程度 ハ時 ニ素直ナル定型

的桿状細胞型.時 ニ屈曲捻轉 セル異態 ヲ示 スノ別 ア

ルモ,イ ヅ レモ略一樣 ニ桿状型 トシテ包括セ ラルベ

シ.Oligodendrogliaハ 變 性著明ナル ト同時 ニ別 ニ復

自 ラ進行性傾 向ヲ有 ス.Cajalgliaニ ハ格別 ノ所見 ナ

シ.斯 ク ノ如 キ病變 ハ大腦 皮質 ノ殆 ド全部 ヲ彼 フノ

ミナ ラズ一々 ノ皮質部分 ノ全層 ヲ通 ジ深 ク白質 ニ入

ル.勿 論皮質 ニハ比 ブベカ ラザ ルモ,猶 ソコニ相當

ノGlia竈 ト浸潤 トヲ證明 ス.腦 内外嚢附近 モ亦同樣

ナ リ.

線状體及 ビ淡蒼球　 線 状體 ノ病變ハヤ ハ リ同調 ニ

テ且劇烈 ナ リ.尾 状核 及ビ被殻 ノ中心部 ノ變化 ハ皮

質 ニ比 シ稍 々劣 ルガ如 クナルモ,白 質ニ接スル被 殼

ノ周邊部ハ大 ナル顆粒細胞 竈ヲ散 綴 シタル一帶 ヲ以

テ圍繞 セ ラル.コ レヲ特異 ノ所見 トス.淡 蒼球 ノ變

化 ハ確 カニ線 状體 ノ ソレヲ過 グ.淋 巴細胞 ヲ殆 ド唯

一 ノ成 分 トスル細 胞 浸 潤 ハ異 常 ノ高 度 ニ達 セル ノ

ミナ ラズ,神 經 細 胞 ノ變性 モ亦 甚 ダシク,桿 状 型

Hortegagliaノ 猛 烈ナル瀰 漫性增 殖 ヲ伴 フ,Oligoden

drogliaノ 退 行性現象亦頗 ル顯著 ナ リ.

視丘 及ビ ソノ附近 病變 ヤハ リ強 シ.視 丘 内側核

中 央 部 第 一 ニ位 ス.ソ コ ニハ 間 々 大 ナ ルGlia竈 ア リ,

顆 粒 細 胞 ノ前 驅 期 トモ見 做 ス ベ キ管 状 細 胞(Schlau

chzellen)ヲ 含 ム コ ト稀 ナ ラズ.コ コ ヨ リ内外 兩 側 ニ

向 ヒ病 機 漸 次 微 弱 トナ レ ドモ,内 方 ニテ ハ第3腦 室

壁 灰 白 質,Nucl. reuniens,乳 嘴 體 組 織,外 方 ニテ ハ

視 丘外 側 核 イ ヅレ モ 健 全 ニハ ア ラ ズ.皆 相 當 ノ變 化

ヲ 包藏 ス.赤 核 モ亦 同 樣 ナ リ.Luys氏 體 ハ 弱 シ.黒

質 ハ之 ニ 反 シ實 質 悉 ク顆 粒 細 胞 竈 ニ化 シ去 リ,浸 潤

亦 強 盛 ナ ル モ,神 經 細胞 ハ カ ナ リノ變化 ヲ被 リナ ガ

ラ猶 ソ ノ定 位 置 ニ ト ドマ リ,決 シテ 高度 ノ融解 消 失

ヲ示 ス コ トナ シ.

中腦以下 中腦蓋部及ビ動眼神經領域ノ變化ハ寧

ロ輕 ク,腦 橋延髓 ニ至 ツテ却テ高調 セラル.橋 蓋橋

底共 ニ例 ノ浸潤 結節 ヲ示 セ ドモ,前 者 ハ後者ヲ凌ダ.

殊 ニ側邊及 ビ〓 色質ニ著 シ.延 髓 ハ ソノ口端 ニテ菱

形窩底 ニ出血 ヲ見ル コ ト肉眼的所見 ノ如 ク,且 高度

ノ浸潤 ヲ伴 フモ.Glia竈 ハ却テ網状 層内ニ強 ク發達

ス.尾 方 ニ赴 ケバ背方腦室壁病機ハ急 ニ衰 ヘ,腦 神

經中樞核 内ニハ僅 カニ神經細胞 ノ變性 ヲ見 ルニトド

マル.腹 方領域 ハ稍若 ナ顆粒 細胞竈 ヲ造 リ,中 心既

ニ少 シク融化 ニ傾 ク.軟 膜 ニ浸潤存 ス.下 橄欖體 ニ

Glja結 節 ア リ.

小腦 内核ハ輕 シ.結 節 ノ像定型的 ナ リ.皮 質ニ

ハ著 シキGliaノ增 殖 ア リ.ソ ノ竈内ニハ多少 ノ顆粒

細胞,管 状細胞 ヲ混 ズル ノミナラズ.Plasma細 胞及

ビ淋巴球 ヲ交 ユ.軟 膜 ハ大腦 ノソレト區別ナ シ.

第8例 竹 本 某 69歳 男 子 活 動 實眞 館

下 足 番

臨 牀 的 事項

遺傳及 ビ既往歴 記 スベキ コ トナ シ.生 來健全ナ

リシ ト云 フ.

發 病 昭和4年8月23日 全 身 倦 怠ヲ覺エ乍ラ仕

事 ニ從 ヒツツア リシガ,翌24日 朝,頭 痛劇 シク熱發

ヲ加 フ.運 動障碍,惡 心嘔吐等 ノ證状ヲ缺 ク.同 日

午 後昏〓 ノ状態 ニテ岡山醫科大學柿沼内科 ニ收容セ

ラル.

現 在症及 ビ經過 入院時所見.意 識 溷濁,項 部強

直 存 ス.Kernig症 状缺,瞳 孔 正 圓,同 大,對 光反 應

鈍.腱 反 射 スベ テ活 溌 ナ リ,殊 ニ右 側 ニ著 シ.腦 脊

髓 液 ハ水 樣,壓150mm, Pandy及 ビNonne-Apelt

第1反 應 強 陽性,細 胞493,糖67mg/dl, NaCl 0.63

mg/dl.血 液 所 見: 赤 血 球4992000,白 血球13800.

8月27日.運 動性 不 安.顏 面 筋〓 搦,瞳 孔左 右 不

同,右 小 左 大.頭 部運 動 抵 抗 ナ シ.項 部 強 直 ±.8月

28日 意識 少 シク 明 瞭 トナ リ,應 答 間 々正 シ.Kernig

弱 陽 性.8月30日 意 識 殆 ド淸朗.9月2日 腰椎 穿 刺.

腦 脊髓 液 所 見 ハ細 胞 數47.5, Pandy ±, Nonne Apel
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第1期 反應陰性,糖147, NaCl 0.66.9月3日 熱平温

9月9日 ノ腦 脊髓液所見 ハPandy弱 陽 性,Nonne陰

性,細 胞數7,糖47,NaCl 0.745.爾 後多少體温 ノ動

搖ア リシガ,9月30日 突然熱發39℃ ニ至 リ運動不

安 ヲ發 シ,10月2日 死 亡ス.全 經過41日 ナ リ.

病理 的 檢索

剖檢所見: 大腦軟膜 ハ血管 強 ク充盈 シ水腫 樣ナ

リ.割 面ニテハ黑質 ニ多 少 ノ色調消褪 アル外著變 ナ

シ.内 臟所見(病 理學敎 室). 1) 一 般性 黄疸. 2) 左

側繊維性癒着性肋膜炎. 3) 心室擴張. 4) 肺水腫.

 5) 慢性絲毬細尿管性腎炎. 6) 大 動脉 硬變. 7) 心

筋横裂. 8) 慢 性肝臟間質炎. 9) 腎嚢腫. 10) 攝護

腺肥大. 11) 睾丸萎縮.

組織的所見: 皮質 軟膜 ニハ水腫 ト細胞浸潤 ト

ヲ見 ル.細 胞 ノ種 類 ハ 組 織 球 及 ビ淋 巴細 胞 ヲ主 トス.

Plasma細 胞及 ビ多核 白血 球 ハ太 ダ少 シ.皮 質 ノ所 見

ハ2ツ ノ點 ニ於 テ 特 異 ナ リ.第1ハ神 經 細胞 ニテ悉

ク重 篤變 化 ニ陷 レル ノ ミナ ラ ズ,脱 落 著 シ.殊 ニ第

3層B,Cノ 邊 ニ劇 烈 ナ リ.第2ハ 浸 潤 及 ビGliaノ

態 度 ニテ,前 者 ハ所 々猶 カナ リ厚 キ血 管壁 層 トシテ

殘 存 ス ル トコ ロナ キ ニ非 ラザ ル モ,概 シテ 云 ハ バ 殆

ドナ シトイ フモ可 ナ ル程 ナ リ.Gliaノ 方 面 ニテハ,

Hortegag1iaノ 旺 盛 ナル增 殖 ハ全 ク失 ハ レ,タ ダ微 カ

ニ桿 状態 細 胞 ヲ散 在 セ シム ル ニ過 ギ ズ.餘 リ著 シカ

ラザ レ ドモCajalgliaハ 兎 ニ角 コ レニ代 リテ 反 應 肥

大 ス.Oligodendrogliaニ ハ變 性 茂 生 兼 ネ行 ハ レ,時

ニRasenヲ 造 ル.即 チ弱擴大 ニシテ大體 トシテ皮

質 ヲ見 レバ細胞 ニ貧 シクシテ實質 ヤヤ汚 キ觀 ア ルノ

ミ.

線状體 及 ビ淡蒼球 線状體 ノ病變 ハ太ダ輕 シ.神

經 細 胞 ニ ハ皮 質 ト略同 樣 ノ變 化存 ス ル モ,脱 落 ナ ク

浸 潤 ナ ク,少 量 ノ桿 状 型Hortegaglia細 胞 ノ散 在 ト

Cajalgliaニ 脂 肪 沈着 ア ル コ トヲ外 ニ シテ ハ粗 大 ナ ル

病 變 ヲ見 ズ.一 體 ノ組 織 像 沈 靜 ナ リ.淡 蒼 球 モ亦 同

樣 ナ ル モ細 胞 數 ノ減 少 ナ シ.

視 丘 及 ビ ソノ附 近 何 處 モ同 調 ナ リ.タ ダ視 丘 側

核 中 ニハ 血 管 壁 ニ輕 キ 淋 巴細 胞 性 浸 潤 ヲ着 ケ タ ル一

域 ア リテ,ソ ノ部 位 ノHortegagliaハ 未 ダ猶 活 動 ノ

趣 ヲ具 フ.赤 核 ニテ ハ 血 管壁 ヤ ヤ厚 ク,Glia多 シ.

黒質 ハGliaノ 點 ニ於 テ ハ略 赤 核 ニ同 ジ ク,血 管 ニ モ

亦變 化 ヲ認 メザ ルモ神 經 細 胞 ハ カ ナ リ瀰 漫 性 ニ脱 落

ス.但 シ殘 存 セ ル細 胞 ハ 充 分 ナ ル色 素 顆 粒 ヲ包 有 ス.

Corpus Luysiニ ハ神 經 細 胞 變 性 ヲ見 ル.

中 腦 以 下 ノ腦 幹 變 化 ノ性 質 ス ベ テ一 樣 ニテ,前

記部位 ト多 ク異 ル トコ ロナ シ.細 胞 ノ變性及 ビ脱落

ヲ主像 トス.浸 潤 及 ビGliaノ 反應ハ マヅナ シ ト云 ヒ

テ可 ナ リ.

小腦 軟膜 ニハ輕 微ナル淋 巴 細 胞 ノ浸 潤 ア レ ド

モ,顆 粒 層 ノGlia茂 生 ナ ク,タ ダPurkinje細 胞 ノ

脱 落 變 性 ヲ證 ス ル ニ過 ギズ.内 核 ハ瀰 漫 性 ニ少 シ ク

Gliaニ 富 ム外,著 變 ヲ缺 ク.

綜 括 的 觀 察

岡 山地 方 ニ於 ケ ル流 行性 腦 炎 ノ近 時 ノ流 行 ハ大 疫 前後2囘,大 正13年 度 及 ビ昭 和4年 度 ノ全

國疫 ノ部 分 的現 象 ナ リキ.ソ ノ他,猶 大 正15年 ニ モ小 流 行 ヲ見 タル 外,毎 年 四 季 ヲ通 ジ多 少

ノ孤發 例 ニ接 セザ ル コ トナ シ.余 ノ檢 索 ヲ加 ヘ タ ル ハス ベ テ8例 ニテ
,大 正13年 夏 ノ大 疫 ニ

屬 スル モ ノ2例,大 正15年 夏 ノ1例,昭 和2年 早 春 ノ1例,同 年 夏 ノ1例,昭 和4年 夏 ノ疫

ニ關 スル モ ノ3例 ナ リ.症 例 必 ズ シモ多 カ ラザ ル モ,近 時 ノ流 行過 程 ノ略 全 幅 ヲ被 フ.

斯 ク ノ如 キ實 例 ノ證 状 ヲ一 纏 メ トシ,臨 牀 像 ノ概 觀 ヲ易 ク ス ル爲 メ ニハ病 型 ヲ以 テ 括約 スル
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ヲ便 トス.林敎 授 ノ言 ヲ籍 レバ,急 性 流 行 性 腦 炎 病 機 ノ基 調 ヲナ スモ ノ凡 ソ2ア リ.1ハ 腦脊

髓 膜 刺 戟 症 状 ニ シテ,他 ハ大 腦 皮 質機 能 ノ廢 絶 ニ基 ク意 識 障 礙 トス.コ ノ中,後 者 殊 ニ重 ク,

爾 他 ノ證 状 多 ク ハ ソ ノタ メ ニ所 謂uberlagernサ レテ完 全 ナル 姿 態 テ呈 露 スル ヲ得 ズ.從 ツテ

個 々 ノ實 例 ノ臨 牀 像往 々 ニ シテ太 ダ相 近 シ.コ レ即 チ金 子敎 授 ガ病 型 ノ區 劃 ニ對 シ多 ク ノ價値

ヲ認 メズ ト云 ハル ル 所 以 ナ ラ ム.然 レ ドモカ ク ノ如 キ ハ 云 フマ デ モ ナ ク稍 過 ギタ リ.病 型 ノ設

定 ハ獨 リ臨 牀 像 ノ透 視 ヲ容 易 ク ス ル ニ止 マ ラズ,病 機 ノ本 態 ニ向 ツテ深 ク悟 入 スル ノ機 縁 ト手

段 トヲ與 フベ シ.

病 型 ノ分 類 ニ關 シテ ハ曩 キ ニ黑 田氏 ノ報 告 アル モ,予 ハ寧 ロ林敎 授 ノ下 シタル我敎 室 ノ系統

ニ從 フ.即 チ予 ノ8例 ハ悉 ク昏 睡 腦膜 炎 型 ノ範 圍 ニ屬 スル モ ノナ レ ドモ,ソ ノ色 彩 ニ於 テ 自 ラ

多 少 ノ動 搖 ア リ,第1例 ハ マ ヅ球 性 現 象 ヲ以 テ始 マ リ昏 睡 腦 膜 炎 證 状 ノ來 ル コ ト寧 ロ遲 カ リナ.

コノ意 味 ニ於 テ球 型 トモ稱 スベ シ.第3例 ハ同 ジク球 型 ナ リ.腦 膜 刺戟 症 状 ハ見 出 サ レタ レ ド

モ,意 識 ノ方 面 ハ昏 睡 ニハ ア ラ ズ嗜 眠 ニ近 シ.球 型 嗜 眠型 ナ リ.第4例 モ亦 嗜 眠型 ニ類 シ,腦

膜 徴候 ヲ有 ス.第5例 ハ例 ノ兩 方 面 ノ病 像 ヲ示 シナ ガラ別 ニ外 錐體 道障 碍 ノ迹 ア リ.第2,第

6,第7,第8ノ4例 ハ腦膜,意 識 ノ2ツ ノ側 ニ對 スル證 候 ノ分 配 ニ ハ多 少 ノ差 異 ア レ ドモ,特

異 ノ調 子 ナク,マ ヅ以 テ一 樣 ニ昏 睡 腦 膜 炎 型 ノ最 定 型 的 ナル モ ノ ト見 做 スベ シ.

コ レ等 ノ病型 トソノ基 礎 タル病 的變 化 トノ干 繋 ハ病 理 生 理 學 上 ノ問 題 ニ屬 スル ヲ以 テ ココニ

詳 論 スル 能 ハ ズ ト雖,コ ノ病 型 ノ概 念 ナ ク シテ ハ,本 論 文 ニ於 テ專 ラ旨 トシタ ル病 理解 剖組 織

學 上 ノ探 究 モ亦 多 ク ノ成 果 ヲ齎 シ難 キ コ ト,後 文 敍 述 ノ間 ヨ リ自 ラ明 カ ナ ル ベ シ.予 ハ マヅ姑

ク コ ノ觀 念 ヲ腦 裡 ニ印 シツ ツ病 理 的 變化 ノ一般 的概 括 ニ進 マ ム.

急 性 流 行 性 腦 炎 腦 髓 ノ肉 眼 的 所 見 ハ太 ダ貧 シ.腦 ニハ往 々軟 膜 水 腫 ヲ見 ル コ トア ルモ,普 通

ハ タ ダ軟 膜 血管 ノ充 盈,割 面 上 血點 ノ增 加,太 ダ シキ場 合 ニハ時 ニ小 出 血 竈 ヲ認 メ得 ルニ過 ギ

ズ.又 屡黑 質 帶 ノ色 調消 褪 ヲ伴 フ.從 ツテ タ ダ單 ニ肉眼 的 所 見 ノ ミニ ヨ ツテ急 性 流 行性 腦 炎 ヲ

確 定 スル コ トハ太 ダ 困難 ニ シテ,殆 ド不 可能 ナ ル ニ近 シ.モ シ強 ヒテ云 ハバ,腦 膜 ノ高度 ノ充

盈 ヲ見 タ ル後,更 ニ黑 質 ヲ檢 シ,固 有 ノ色彩 ノ失 却 サ レタ ル ヲ證 シ得 タ リ トセバ,診 斷 略確 實

ナ リ トスベ キカ.本 病 ノ腦 髓 ニハ 又 肉 眼 的 ニ 目睹 シ得 ベ キ軟 化 竈 ヲ作 ル コ トナ シ.組 織 的 ニハ

Glia小 竈 ヲ生 ジ,中 心 ヨ リ融 化 ニ陷 ル傾 向 アル モ,ソ ハ イ ヅ レモ顯 微 鏡 大 ニ シテ實 質 内 ニ明 瞭

ナル 空 洞 ヲ爲 ス ニハ 足 ラズ.タ ダ 比 較 的 小 區 域 内 ニ カ ク ノ如 キ小 竈 ガ密 集 錯 落 シタ ル場合 ニハ,

組 織 時 ニ軟 ニ シテ脆 ク,割 ヲ加 フ レバ 容 易 ニ崩 レ落 チ ン トスル ガ如 キ コ トアル モ,カ ク ノ如 ナ

所 見 ハ ソ ノ把 握 ノ多 ク ヲ眼 識 ノ修 練 ト穎 敏 トニ俟 タ ザル ヲ得 ザ ル程 ニ幽 微 ナ リ.從 ツテ本病 者

ハ 腦 髓,コ トニ線 状 體 邊 ニ空 洞 樣 軟 化 竈 ヲ證 明 シ得 タ リ トイフ ガ如 キ報 告 ハ採 ル ニ足 ラズ.コ

レ恰 モ,予 ガ第1,第2例 ニ テ 目撃 シタ ル ガ如 キ動 脉 病 變 ノ産 物 ヲ,ソ ガ偶 々腦 炎 患者 腦髓 ニ

存 在 シタ リ トイフダ ケ ノ理 由 ヲ以 テ,直 チ ニ擧 グ テ以 テ本病 病 機 ニ歸 屬 セ シ メ ン トスル ニ均 シ.

詮 ズル トコ ロ合 併 症 ニ對 ス ル注 意 ノ不 充 分 ナル ニ基 ク.
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本病 ル認 識 ハ即 チ常 ニ顯 徴 鏡 的 檢 索 ニ由 ル.病 變 ハ ァ ラ ユル組 織 成 分 ノ上 ニ及 ビ,外 胚 葉 組

織 ニテ ハ神 經 細 胞 ノ變 性,Gliaノ 進 行 性 竝 ニ退 行性 變 化 ヲ見,中 胚 葉 組 織 ニハ浸 潤 及 ビ出 血 ヲ

來 タス ベ シ.シ カ モ病 機 ル經 過 ニ從 ツ テ組 織 像 ニ 自 ラ異 動 ヲ生 ズ.

予 ル8例 ノ經 過 ヲー 括 セ ンカ,第1例 ハ臨 牀 日誌 ノ示 ス如 ク發 病 日明 白 ヲ缺 ク.發 熱 ノ 日 ヲ

以 テ劃 レ バ 經過日數4日 ナル モ,實 際 ハ更 ニ古 キモ ノノ如 シ.假 リニ4+Xト スベ シ.第2例

ハ中途 再 發 ア リテ彌 久 ス.再 發 爾 前16日,爾 後42日,計58日 ナ リ.第3例 ハ經 過5日.第4

例 ハ14日,第5例11日.第6例8日.第7例10日.第8例 ハ再 發 例 ニテ41日 ナ リ.從 ツテ

全 例 ハ3ニ 區分 セ ラル.第1類 ハ經 過 最 モ短 カ キ第3例 ナ リ.第2類 ハ第1,第4,第5,第

6,第7ノ5例 テ包 括 シ,經 過 日數 第1類 及 ビ第3類 ノ 間 ニ位 シ,8日 ヨ リ14日 ニ至 ル.第3

類 ハ第2,第8ノ2例 ニテ經 過 極 メテ長 シ.

以 上3類 ノ示 ス組 織 像 ハ ソ ノ經 過 ノ長 短 ニ相 應 シテ,各 自特 殊 ノ調 子 ヲ有 ス.マ ヅ第1類 ヲ

見 ルニ,全 中樞神 經 系 中到 ル トコ ロ全 ク同 一調 ナ リ ト云 フ テ得 ザ ル モ,多 核 白 血 球 ノ浸 潤 及 ゼ

實 質組織 内竄 入 ノ著 シキ點 テ以 テ特 異 トス.黑 質 ノ病 機 コ トニ新鮮 ナ リ.多 核 白 血球 ハ細 胞 間

隙 ヲ填 メ蓋 シ ツ ツア ル モ,血 管 壁 疎 濶 ナ ラズ,神 經 細 胞 猶 健存 ス.コ レニ直 接 スル次 ル病 機 ハ

蓋 シ視丘 ノ病 變 ニ ヨツ テ表 示 セラル.神 經細 胞 ノ變 化既 ニ顯 著 ナ ル ノ ミナ ラズ,血 管 壁 ハ擴 大

シテ組 織 細 胞 性 喰 細 胞 テ容 ル.シ カ モ ソノ一 部 ハ更 ニ進 ンデ 實質 内 ニ侵 入 シ,多 核 白血 球 乃 至

淋 巴球 ヲ貧 喰 ス.Hortegaglia亦 コ レニ從 ツテ增 生肥 大 ラ營 ム.カ ク ノ如 キ組 織 像 ハ,予 ノ知

レル限 リヲ以 テ ス レバ,獨 リ流 行性 腦 炎 ト云 ハ ズ,多 ク ノ炎 性 腦疾 患 ニ就 テ未 ダ明瞭 ニ記 載 セ

ラ レタル コ トナ シ.恐 ラク ハ 早 期 材料 テ蒐集 スル ノ難 キ ニ ヨル モ ノナ ラ ンモ,コ ノ像 ヲ捕 捉 ス

ル コ トナク バ,腦 炎 病 機 ノ全體 的 認 識 ハ半 バ缺 ケタ ル ニ近 シ.

第2類 ハ病 機 ノ極 期 テ代 表 シ,腦 炎 特 殊 ノ病 變 トシテ既 ニ屡 記 述 セ ラ レタ ル トコ ロナ リ.神

經 細胞 ノ變 化 ハ多趣 多 樣 ニ シテ 一律 ニハ 云 ヒ難 キモ,イ ヅ レ モ急 性 變 性 ニ屬 シ,太 ダ シケ レバ

所 謂重 篤 變 化,輕 ケ レバ所 謂急 性 腫 脹 ニ近 ク,全 中樞神 經 系 ヲ被 フ.喰神 經 細 胞 現 象 ハ必 發 ノ

證 状 ニア ラ ズ.爾 他 ノ實 質性 變 性 ハ稀 ナル モ,Glia竈 ル發 達 顯 著 ナル場 合 ニハ往 々 ニ シテ 髓鞘

ニ多少 ノ脱 落 ヲ確 認 シ得 ル コ トア リ.第4例 ハ コノ點 ニ於 テ1ツ ノ除 外 例 トモ見 ル ベ ク,所 々

髓 鞘 ノ斑 状脱 落 ニ伴 フ軸索 ノ腫 脹 斷 絶 ヲ有 ス.神 經 細 胞 以外 ノ實 質 成 分 ノ變 性 ハ即 チ必 ズ シモ

不 可能 ニハ ア ラ ズ.浸 潤 バ 一般 ニ組 織 性細 胞,多 核 白 血球,淋 巴 細 胞,Plasma細 胞 ヨ リ成 ル

モ,ソ ル配 分 ノ状,部 位 ニ ヨ ツ テ常 ニ一樣 ナ ラズ.腦 套 面軟 膜 ノ如 キ ハ腦 實 質 若 ク ハ腦 底 軟 膜

ト異 ナ リ,組 織 性細 胞 ニ富 ム傾 向 ア リ.ス ベ テ ノ領 域 ヲ通 ジ多 核 白 血球 ハ寧 ロ少 ナ ク,多 キ モ

ノ程 急 性 ニ近 シ.淋 巴細 胞,Plasma細 胞 ハ浸 潤 細 胞 ノ主 成 分 ニ シテ,概 言 ス レバ, Plasma細

胞 ハ毛 細 管 小 血管 ニ,淋 巴細 胞 ハ ソ レ ヨ リ稍 大 ナル 血 管 壁 ニ隨 伴 ス ル モ ノ ノ如 シ.共 ニ血 管 壁

ヲ越 エ テ深 ク實 質 内 ニ侵 入 ス ル テ得 ベ シ.カ ク ノ如 キ場 合 ニ ハ他 ノ 一般 ノ病 機 モ亦 猛 烈 ナ リ.

血 管壁 ハ往 々擴 張 シ,淋 巴細 胞 ル他 ニ喰 細 胞 ヲ含 ム.出 血 ハ血 管 ノ恕 張 太 ダ シキ時 二起 ル ヲ以
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テ, Diapedesisblutungト 考 フベ ク,粗 大 ナル 病 竈 ヲ作 ル コ ト又 ナ ク,軟 膜 ニ ハ屡 ナル モ實質

ニ ハ一 體 ニ稀 ナ リ,本 病 機 ノ不 可缺 ノ證 状 ニ ハ ア ラ ズ.Gliaノ 方 面 ニ テハHortgagliaノ 反 應

ヲ以 テ最 定型 的 ナル モ ノ トス.或 ハ瀰 漫 性 ニ或 ハ結 節 型 ニ茂 生 ス ル ト同 時 ニ
,個 々 ノ細 胞 體 ハ

麻 痺 性 痴 呆 ニ 見 ラル ル ガ如 キ桿 状 細 胞 型 ヨ リ根 棒 状,念 珠 状,長 方 形,方 形,圓 形 等 各種 ノ形

態 ヲ經,核 ハ ソ ノ 間 ニ屈 曲 伸 展 捻 轉 シ,細 胞 體 容積 ハ或 ハ 小,或 ハ大,終 ニ顆 粒細 胞型 トナル.

Oxydase反 應 ノ陰 性 ナ ル點 ヲ以 テ時 ニ相 彷 彿 タル多 核 白血 球 ヨ リ區 別 セラル.脂 肪 ハ圓形 方形

以 上 ノ發 達期 ニ アル 細 胞 ニ於 テ證 明 セ ラ レ,始 メハ微 量 ナ ル モ定 型 的 顆 粒 細 胞 ニ至 レバ相當 量

ニ達 ス.結 節 ハ全 部 必 ズ シモGlia細 胞 ノ ミ ヨ リ成 ル ニハ ア ラズ.ソ ノ内 ニ往 々ニ シテ淋 巴球,

Plasma細 胞 ヲ混 ズ.組 織 學上 所 謂 混 含結 節 ナ リ.結 節 ハ又 老 ユル ニ從 ヒ,顆 粒 細 胞 ヲ以 テ編 ミ

成 サ レ,中 心 融 化 シテ組 織 ノ結 合 ヲ緩 ク ス.コ ノ意 味 ニ於 テ小軟 化竈 トイフベ キモ,大 サハ最 大

幾mmヲ 越 エズ.小 腦 皮質 ノGlia竈 モ亦 コノ部 分 現 象 ト見做 スベ ク,所 謂Gliastrauchwerk

ノ如 キ細 胞 分 布 ノ比較 的薄 キ モ ノ ヨ リ第6例 ニテ逢 着 シタ ル塊 状 ノ密 集 群 ニ至 ル マ デ幾 多 ノ

移 行 型 ア リ.時 ニPlasma細 胞 等 ノ混 入 ヲ許 スヲ以 テ必 ズ シモ純 外 皮 性 トハ云 フベ カラズ.

Oligodendrogliaニ ハ 退 行 進 行 兩 樣 ノ變 化 行 ハ ル ル モGlia結 節 ノ生 成 ニ ハ與 ル コ トナ シ.

Cajalgliaハ 稀 ニ多 少 ノ反 應 ヲ呈 スル ニ ト ドマル.殊 ニ結 節 ノ融 化 ニ伴 ツテ肥 大 スル ノ傾 向 ヲ

有 ス.カ ク ノ如 ク 各種 組織 成 分 ニ ハ各 樣 ノ變 化 ア リ,シ カ モ ソハ毎 常必 ズ ソ ノ強 度 ノ調 子 ヲ同

ジク スル モ ノ ニ ハ ア ラ ズ,時 ニ ハ病 變 ノ核 心 寧 ロ浸 潤 側 ニ,時 ニハ 多 クGliaノ 茂生 ノ方 面 ニ

傾 ク ノ別 ハ 自 ラ存 ス レ ドモ,概 シテ云 ハバ イヅ レモ相 平 行 隨 伴 スル ヲ普 通 トス.コ ノ點 ニ於 テ

淡 蒼 球 ハ 一 ツ ノ除 外例 ト見做 スベク,第6,第7例 ヲ外 ニ シテ ハ病 變 ノ基 調 必 ズ神 經細 胞 ノ變

性 ニ存 シ,ソ ノ強 サ ヨ リ云 ヘバ 往 々他 部 位 ヲ凌 駕 スル ニ拘 ラズ浸 潤 コ トニ少 ナ シ.

第3類 ハ慢 性病 變 ヲ示 ス.神 經 細 胞 ハ半 バ 未 ダ較 著 ナル病 變 ニ陷 リ,半 バ既 ニ脱 落 ス.コ レ

ヲ主 要 ナル所 見 トス.浸 潤 及 ビGlia竈 ハ時 ニ所 々殘 存 スル ニ 止ル.續 發性 掃淸 作 用 ノ發揮 ヲ

見 ズ.

以 上 ノ始 期,極 期,末 期 ノ3病 期 ヲ通 ジ,流 行性 腦 炎病 機 ノ大體 ヲ概 括 セ ンカ,本 病 ノ病 變

ハ マ ヅ多 核 白 血球 ノ血 管 外 遊 走 ヲ以 テ始 マ ル.逸 出 シタ ル細 胞 ハ血管 壁 ニ位 置 シタ ル後,隣 接

實 質 内 ニ竄 入 ス.次 デ 血管 壁 中 胚 葉 細 胞 ノ茂 生 起 リ,一 部 ハ喰 細胞 トナ ツテ同 ジ ク組 織 内 ニ進

ムベ シ.Hortegagliaノ增 生 反應 更 ニ コ レニ亞 グ.コ ノ 間 ニ神 經 細 胞 ヲ主 トセル 實質 ノ變性 ヲ

來 タ シ,血 管 浸 潤 ハ漸 ク ニ シテ淋 巴 細 胞,Plasma細 胞 ニ代 ル.即 チ全 體 トシテ外 來 病 毒 ニ對

ス ル急 性 防 禦 機 轉 ヲ専 ラ トシ,病 機 殆 ド過 ギ タル後 ト雖,Cajalgliaハ 寧 ロ受 動 的 ニ シテ反撥

ノ能 力 ヲ缺 ク.

全 體 ノ組 織 像 ノ調 子 ヲ以 テ 云 ヘ バ,コ ノ病 變 ハ廣 ク ハ腦 炎,コ トニ所 謂 結節 性 腦炎 ナル病 型

ニ 屬 シ,Economo嗜 眠性 腦炎,Herpes腦 炎,麻 疹 腦炎,風 疹 腦 炎,Vaccin腦 炎,恐 水病,

犬 瘟 熱,Borna病,Chagas病,發 疹 窒 扶 斯 腦 病 變 等 ト太 ダ相 似 タ リ.コ トニ發 疹窒 扶 斯 トハ

380



流行性腦炎ノ病理學的研究　 1479

後段 ニ述 ブル ガ如 ク,小腦,橋 底,下 橄 欖 體 等 ニ病 竈 ヲ有 スル點 ニ於 テ著 シク近 キ ノ ミナ ラズ,

病變 性 質 ノ契 合 復 遙 ニ他 疾 患 ヲ超 ユ.シ カ レ ドモ直 チ ニ コ レヲ以 テ本病 ト發 疹 窒 扶 斯 トノ 間 ニ

何等 カ ノ原 因 的 交 渉 ヲ豫 測 セ ン トス ル ハ,今 日猶 早 キ ニ過 グ.亞 弗利 加 睡 眠 病 ハ ソノ組 織 像 ニ

於 テ ハ何 人 モ知 ル ガ如 ク太 ダ麻 痺 性 痴 呆 ニ類 ス.シ カ モ兩者 ハ全 ク別 箇 ノ疾 患 ナ リ.單 ニ細織

的所 見 ニ立 脚 シテ徒 ラニ原 因 ヲ模 索 セ ン トス ル ハ,妥 當 ナ ラザ ル ト共 ニ混 亂 ノ基 タル ベ シ.

病 機 一般 ノ性 質 ニ關 スル考 察 ハ 上文 既 ニ略 コ レヲ盡 シタ ル ガ如 シ.コ レヨ リ疾 患 占據 部 位 ノ

分 析 ニ進 マ ム.由 來 本 病 ノ病 變 ハ大 體 灰 白質 ニ著 シキ モ ノ ナ レ ドモ白 質 モ亦 必 ズ シモ 無瑕 ニ ハ

アラズ.病 機劇 烈 ナル場 合 ニハ,大 腦髓 阜,内 外 嚢,視 丘附 近,腦 幹,脊 髓 ノ白質 ハ常 ニ多 少

ノ病變 ヲ被 リ,血 管 浸 潤,Gliaノ增 殖,時 ニ ハ神 經 纎 維 ノ變 性 等 ヲ來 タ スベ シ.灰 白質 ノ變 化

ニ至 リテ ハ,大腦 皮 質 ヨ リ往 々脊 髓 ニ及 ビ,全 中樞神 經 系 統 内 ニ蔓 延 スル モ,ソ ノ 中 自 ラ局 部

的差 異 ア リ.コ レヲ一 括 ス レバ 略 次 表 ノ如 シ.

表 示 セル トコ ロニ從 ヒ各 例 ノ綱 要 ヲ摘 マ ンカ.最 新 鮮 ナル 第3例 ハ臨 状 上 ニ ハ嗜 眠性 球 型 ニ

シテ病 變 ノ中心 バー方 ハ視 丘黑 質 一帶 ノ地 域 ニ存 シ,他 方 ハ延 髓 ニ横 ハル.強 度 略 等 シ.大腦

皮 質,線 状 體,淡 蒼 球,中腦,腦 橋 ノ部 分 ハ コ レニ比 ス レバ弱 シ.大腦 皮 質 ニGliaノ 反 應 ト

細胞 浸 潤 トヲ訣 ク トコロ殊 ニ注 意 ヲ要 ス.極 期 ノ第1例 ハ同 ジク球 型 ニテ,病 變 ノ位 置 ノ干 繋
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殆 ド第3例 ニ近 ク,視 丘黑 質 ノ部 分 ト延 髓 トノ2區 劃 ニ最 強 病變 ヲ證 ス ル點 復 同 一 ナル モ,大

腦皮質 ノ病 機 一渉 ヲ進 メ,定 型 的 ノ極 期 變 化 テ示 ス.第4例 ハ ヤハ リ極 期 ニ屬 ス ル ー種 ノ嗜 眠

型 トモ 云 フベ ク,等 シク視 丘 兼黑 質,延 髓 ノ2中 心 式 ヲ採 リ,大腦 ノ病 變 寧 ロ輕 シ.病 變 ノ性

質 ハGlia反 應 ヲ主 トシ,視 丘 病 變 ガ視 丘 下 部 第3腦 室 壁 領 域 ヲ共 ニ強 ク包蓋 スル點 ヲ特徴 ト

ス.第5例 ハ意 識 ノ障 磯 稍 輕 カ リシモ ノ ノ如 ク,一 種 外錐 體 道 性 證 状 ノ色 彩 ヲ持 テ ルー異例 ナ

リキ.大腦 皮質 ノ病 機 ハ第4例 ニ近 カ カ リシモ,視 丘 ヨ リZona incertaニ カ ケ タル ー域,線 状

體 淡 蒼 球 ノ變 化 猛 烈 ヲ極 メ,中腦 以下 勢 威 頓 ニ衰 フ.第6,第7例 ハ普 通型 ニテ病 變 強勢,中

樞神 經 系 統 ノ全 般 ヲ被 フモ,最 劇 烈 ナ ル ハ ヤ ハ リ視 丘 附 近 ナ リ トスベ ク,大腦 皮質 及 ビ小腦 皮

質 復 略 コ レニ譲 ラズ.腦 幹 ハ スベ テ第5例 ノ如 ク弱 シ.慢 性 期 ノ第2,第8例 ニ於 テ ハ,急 性

變 化 ハ既 ニ半 バ謝 シ去 レ リ ト雖,ソ ノ分 布 ノ形 式 ヨ リ云 ヘバ 第6,第7例 ニ均 シ.

予 ハ本 論 文 ニ於 テ深 ク病 的 生理 學 ヲ論 ゼ ン トス ル ノ企 圖 ヲ有 セザ ル ガタ メ,コ コニ深 ク以上

證 例 ノ病 的 證状 ノ基 礎 及 ビ消 長 ニ言 及 ス ル能 ハ ズ ト雖,今 下 シタ ル コノ病 理 學 的 檢索 ノ概 括 ヲ

通 覽 スル 時 ハ,全 例 各 自特 殊 ノ色 調 ヲ發 揮 スル ト同 時 ニ,臨 状證 状 ト病 理 所 見 トノ間 ニ適 當ナ

ル 呼 應 諧 和 ノ存 在 ヲ認 識 セザ ル ヲ得 ズ.即 チ コ レヲ廣 クー 箇 ノ流 行 性腦 炎 トシテ大 觀 セ ンカ,

全 例 ノ病 機 ノ特 色 ハ,ソ ノ性 質 ヨ リ云 ハバ 曩 キ ニ記 シタ ル ガ如 ク ス ベ テ浸 潤 性Glia結 節型 タ

リ.ソ ノ位 置 ヲ以 テ ス レバ 視 丘,黑 質 最 モ強 ク,大腦 小腦 ノ皮 質,線 状 體,淡 蒼 球,赤 核,腦

幹 等相 與 ラザ ル ナ シ トイフベ ク,悉 ク皆 一 調 一色 ヲ以 テ被 ヒ去 ラル ル如 ク ナル モ,ソ ノ間 自ラ

細 別 ア リ.多 數 正統 派 タル 純 粹 ノ昏 睡腦 膜 炎 型 ニテ ハ大腦 小腦 皮質 ノ變 化 劇 烈 ニ シテ,赤 核,

腦幹,小腦 内 核 既 ニ弱 ク,線 状體 淡 蒼 球 又輕 キ テ常 トシ,異 型 ニア ツ テ ハ ソ レニ相 應 シテ或 ハ

延 髓 ニ,或 ハ線 状 體 附 近 ニ強 キ コ トアル ベ シ.更 ニ コ レヲ陰 性 證 状 ノ側 ヨ リ見 レバ,概 シテ一

般腦 室 壁 ト中腦 トニ微 カ ナ リ.別 ニ下 橄 欖 體 ト橋 底 トニGlia結 節 ヲ有 スル點 モ注 意 ヲ要 ス.

云 フ マ デ モ ナ ク本 病 ノ病 機 ハ多 趣 多 樣 ニ シテ,ソ ノ強 弱 ノ比 較 容易 ニハ ア ラズ,コ レニ精細 確

的 ナル 段 階 ヲ下 ス ガ如 キハ模 型 的 ニ流 ル ル ノ弊 ナク シテ ハ 到 底 企及 スル 能 ハザ ル ベ シ.予 ハ マ

ヅ 以 上 ノ記 述 ヲ以 テ略 病 變 ノ位 置強 度 ノ干 繋 テ盡 シ得 タ リ ト信 ズ.

本 病 ノ流 行 ト病 型 トノ間 ニハ 自 ラー 定 ノ干 繋 ヲ存 スル モ ノ ノ如 シ.大 正13年 度,昭 和4年 度

ノ大疫 ヨ リ得 タル 證 例 ハ計5例,内4例 ハ定型 的 昏 睡 型 ニ テ,他 ノ1例 ハ延 髓型 ナ リシモ,同

ジク 昏 睡 型 ノ一 分 派 トモ 見做 サ ル ベ キ コ ト既 ニ述 ベ タ ル ガ如 ク,イ ヅ レモ皆 大腦 皮質,小腦 皮

質,橋 底 ノ關 與 顯 著 ナ リ.大 正15年 夏,昭 和2年 夏 ノ2例 ハ共 ニ疫 的 流 行 ヲ缺 ケル 時 期 ニ出

デ,皮 質 ノ變 化 比較 的 薄 ク浸 潤 ナ シ.昭 和2年 早 春 ノ1例 ハ ヤハ リ孤 發 例 トシテ 見 ルベ ク,皮

質 ノ侵 サ ル ル コ ト輕 ク シテ,第3腦 室,視 丘 下 部 ニGliaノ 茂 生 強 キ ヲ特 色 トス.コ レヲ一括 シ

テ云 ハバ,疫 的 流 行 時 ノ腦 炎 ハ大腦 ノ猛 烈 ナ ル變 化 ヲ必 發 トス ル ノ ミナ ラズ,小腦 皮質 橋底 ニ

至 ル病 機 ノ汎 濫 ヲ生 ミ,孤 發例 ニ テハ大腦 ノ病 變 幽微 ナ リ ト云 フベ シ.コ ノ歸 結 ハ流 行性腦 炎

ノ本 態 ニ對 シ意 味 深 キ示 唆 ヲ與 フ.疫 的 傳播 ニ ヨ ツ テ病 毒 亢 進 ヲ起 シタ ル流 行 性腦 炎 ハ,即 チ
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主 トシテ大腦 皮質 ノ干 與 ニ ヨ リ昏 睡型 トナル ノ傾 向 ヲ發 揮 ス ト思 惟 セラ ル ベ シ.コ ノ考 察 ハ當

然進 ンデ本 邦 流 行 性腦 炎 ト西 洋 流 行性腦 炎 トノ異 同論 ニ到 達 ス.今 姑 ク兩 者 ノ差 異 ヲ概 括 セ ン

カ,病 變 ノ性 質 ヨ リ云 ハバ 西 洋腦 炎 ハ細 胞 浸 潤 ニ貧 シ.Klarfeld, Creutzfeldt等 ノ例 ノ如 キ

ハ殆 ドコ レヲ缺 ク.Gliaノ 茂 生 ハ寧 ロ瀰 漫性 ニ シテ,結 節 少 ナ シ,局 所 的 干 繋 ヲ見 ル ニ,第3

腦室壁,視 丘 下 部,Sylvius氏 導水 管壁 等腦 室 直 接 區 域 ノ一 帶 ハ,西 洋腦 炎 ニ テ ハ好 發 部 位 ニ

屬 シ,瀰 漫性 ノGlia增 殖 ヲ以 テ被 ヒ盡 サ ル ル ヲ普 通 トス ル ニ反 シ,本 邦腦 炎 ニテ ハ タ ダ隣接

病變 ノ波 及 ヲ受 ク ル ニ過 ギズ.最 大 重點 ハ却 テ視 丘 ニ存 ス.西 洋腦 炎 ノ大腦 皮 質 ハ實 質性 變 化

ヲ蒙 ムル ニ止 リ浸 潤 ナ キ ヲ常 トスル モ,本 邦腦 炎 ハ コ コニ顯 著 ナル 變 化 ア リ.小腦 皮 質,橋 底,

下橄欖 體 ノGlia竃 ノ如 キ ハ西 洋腦 炎 ニ ア リテ ハ稀 有 ナ ル事 例 ナ リ.兩腦 炎 ヲ通 ジ獨 リ相 同 ジ

キハ,蓋 シ黑 質 ノ病 變 ノ ミナ ラ ム.カ ク ノ如 ク云 ハバ,兩 者 〓 繋 相 容 レザ ル ガ如 キ觀 ナ キ ニ ア

ラザ レ ドモ,ソ ハ モ トヨ リ大 體 ノ觀 察 ニ シテ,本 邦腦 炎 ニ於 テ モ流 行 ノ性 質 ニ ヨ リ,將 又 孤 發

例 ニァ リテ ハ,正 統 多數 型 ト異 ナ リ,大腦 小腦 皮質 ノ關 與 既 ニ著 明 ナ ラ ズ.時 ニ又 第3腦 室壁

ノGlia性 侵襲 ヲ ミル コ トァ ル ベ シ.更 ニ コ レヲ西 洋 側 ヨ リ云 ハバ,本 病 ノ流 行 ハEconomo記

載以 來既 ニ10年 ヲ越 エ,ソ ノ 間病 機 漸 ク慢 性 ニ傾 キ 日本 型 トノ差 異 一 見益 甚 ダ シカ ラ ン トシツ

ツア レ ドモ,急 性 猛烈 ニ シテ較 著 ナ ル浸 潤 ヲ件 フモ ノモ 亦 間 々自 ラ存 ス.コ トニ疫 樣 傳 播 ヲ 見

タル本 病 始 發當 時 ノ病 機 ハ極 メテ旺 盛 ニ シテ,大腦 ノ干 與 太 ダ シカ リシモ ノ ノ如 ク,Economo

自身 ノ記 述 ニ徴 ス レバ,ソ ノ皮 質像 ハ現 今 ノ西 洋 型 トハ 全 ク異 ナ リ寧 ロ 日本 型 ナ リ.病 變 ノ性

質 ト局 所 的 關係 トバ カ ク ノ如 ク疫 ト時 代 トニ ヨ ツテ相 移 ル.今 若 シ目下 ノ知 見 ニ則 ツ テ云 ハバ,

日本 型腦 炎 ト西洋 型腦 炎 トハ必 ズ シモ 同 一疾 患 トハ 見做 シ難 カ ル ベ シ.然 レ ドモ ソノ各 箇 ノ病

機 ハ固定 セル 鑄型 ヲ以 テ律 シ易 カ ラズ,寧 ロ流 動 ノ趣 ニ富 ミ,暗 默 ノ 間 ニー 方 ヨ リ他 方 ニ移 ラ

ン トス.

斯 ク ノ如 キ問 題 ノ最 後 ノ決 定 ハー ニ病 原 檢 索 ノ成 果 ニ繋 リ,他 面又 疫 學 的臨 状 的觀 察 ニ俟 ツ

ト雖,病 理 學 的根 柢 ヲ缺 如 セル 單純 ナル推 測 ヲ行 ル ベ ヵ ラザ ル ハ言 ヲ須 タ ザ ル ベ シ.近 時 世 ニ

喧傳 セ ラル ル流 行 性腦 炎 二 元 論 ハ コ ノ點 ニ就 テ 多 少 ノ憾 ナ キ能 ハザ ル モ ノ ノ如 シ.

終 リニ臨 ミ,本 研究 ニ對 シ御援助 ヲ賜 リタル柿沼敎 授竝 ニ終始御鞭撻 ト御指導 ヲ辱 ウセシ大 熊助敎 授

ニ對 シ,深 ク感謝 ノ意ヲ表 ス.
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武 野 論 文 附 圖

第1圖

大腦 皮 質Ubersiohtspraparat(弱 擴 大)　 宮崎:　 軟 膜 浸 潤及 ビ皮 質 内Glia竃

第2圖

大腦 軟膜(強 擴大)　若林:　 水腫及 ビ侵 潤
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第3圖

大腦 皮質(強 擴大)　 宮崎:　 血管浸潤及 ビGlia竈
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第4圖

大腦 皮 質Ubersichtspraparat(弱 擴大)　 荻 原:　神 經 細 胞 變 性;Glia增 殖 及 ビ血 管 侵 潤 ヲ缺 ク

第5圖

大腦前正中廻轉及 ビ髓質(強 擴 大)　下山:　軸 索 ノ變性腫脹

第6圖

大腦 前正中廻轉 皮髓質(弱 振大)　 下山:　矢絣状 ノ髓鞘脱 落
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第7圖

大腦 「ア ンモ ン」角Sommerscher Sektor(弱 擴 大)　 川 畑:　神 經細 胞 層帶 状 脱 落

第8圖

大腦 「ア ンモ ン」角(強 擴大)　 川畑:　 成形細胞 血管壁 浸潤,成 形細胞

實質内竄入,神 經細胞變性及 ビ脱落,神 經細胞石灰化
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第9圖

視 丘(強 擴大)　 荻原:　多核 自血球實 質内遊 出,Glia增 殖

第10圖

第3腦 室壁(強 擴大)　 瀬畑:　 Glia竃,血 管侵潤,神 經細 胞變性
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第11圖

内嚢(強 擴 大)　宮崎:　 血管浸潤

第12圖

黒質(強 擴 大)　荻 原:　神 經 細胞 ニ變性脱落 ナシ;多 核白血球 ノ

著 明ナル實 質内竄 入;Glia反 應缺
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第13圖

黒 質Zona Compacta(強 擴 大)　 宮崎:　 強 烈 ナ ルGliu集 簇 ノ發 達 ニ ヨ リ

Zona Compncta全 體1ツ ノGlia,竃 ト化 ス.神 經 細 胞 變 性

第14圖

黒 質Zona Compacta(強 擴 大)　 瀬 畑:　 Zona Compacta全 體 殆 ド1ツ ノ

穎 粒 細胞 竃 トナ ル.血 管 浸 潤,神 經 細 胞 脱 落
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第15圖

腦橋底(強 擴 大)　宮崎:　 Glia結 節及 ビ細胞浸潤

第16圖

小腦 皮 質(強 擴 大)　 宮 崎:　 Glia瀰 漫 性增 殖;Gliastrauchwerk;

 Purkinje細 胞 ノ竃 状脱 落
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第17圖

小腦 皮質(強 擴大)　瀨 畑:　 Glia增 殖,コ トニ結節状茂生著明,神 經細胞脱落

第18圖

下橄 欖體(強 擴 大)　 若林:　 定 型的Glia結 節形成;細 胞浸潤.
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第19圖

下橄欖體(強 擴大)　 宮崎:　 Glin結 節樣增 殖,細 胞浸潤

第20圖

下橄欖體(強 擴大)　瀨 畑:　 高度 ナル神經細胞變性脱落,血 管 浸潤


